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東
欧
と
冷
戦
の
起
源
再
考
〈東欧にとっての冷戦の意味〉
Ⅱ
東
欧
に
と
っ
て
の
冷
戦
の
起
源
と
近
年
の
史
料
・
研
究
動
向
一
近
年
に
お
け
る
東
欧
戦
後
史
の
研
究
の
変
化
二
束
欧
に
と
っ
て
の
冷
戦
の
起
源
研
究
Ⅲ
戦
後
東
欧
の
政
治
状
況
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
位
置
Ⅳ
戦
後
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
国
内
状
況
と
内
政
の
転
機
一
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
政
党
状
況
二
内
政
の
転
機
と
し
て
の
諸
段
階
（
索
拙
）
（
１
）
小
艇
業
者
党
瞥
記
長
コ
ヴ
ァ
ー
チ
の
逮
捕
三
九
四
七
、
二
）
（２）小膿業者党党首、簡机ナジ・フェレンッの亡命Ｃ九四七、五）
（３）総選挙での共産党の敗北（転換の失敗）二九四七、八）
（４）ユーゴスラヴィァヘの接近（一九四七、九～一二）
ｌ目
次
〈冷戦の起源論争〉
’
序
・
問
題
設
定
〈冷戦とは何であったか〉
ハ
ン
ガ
リ
「
の
転
機
：
一
九
四
五
～
一
九
四
九
Ｉ
羽
場
久
泥
子
１ 
ソ
述
「
術
国
」
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
冷
戦
史
家
ギ
ャ
デ
ィ
ス
は
、
史
料
の
公
開
に
よ
っ
て
「
ソ
ビ
エ
ト
の
国
内
状
態
が
外部の専門家が考える以上にひどい状態であった」ことを論じてＬ塾。
し
か
し
節
二
次
世
界
大
戦
後
の
ソ
辿
の
経
済
的
疲
弊
、
国
内
の
政
怖
不
安
が
明
ら
か
に
な
る
に
従
い
、
む
し
ろ
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
は
そ
の
ような国に対して「冷戦システム」を作ろうとしたのかという理由づけが必要となろう。これについては近年、冷戦
（２） 
は「想像上の対立」であったとい・フヵルドァの主張が出てきている。対してソ述は戦後ヨーロッパ世界にどのように
Ｉ
序
・
問
題
設
定
一九八九年の東欧、および一九九一年のソ連邦における社会主義体制の崩壊の中で、冷戦システムそのものが崩れ、
「
ポ
ス
ト
冷
戦
」
の
時
代
に
お
い
て
、
結
局
冷
戦
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
問
わ
れ
始
め
た
。
加
え
て
、
旧
来
、
読
む
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
史
料
が
次
々
と
公
開
さ
れ
、
そ
れ
を
基
礎
に
、
冷
戦
が
各
国
に
及
ぼ
し
た
彩
恕
の
検
討
が
改
め
て
始
め
ら
れ
て
い
る
。
（５）ユーゴスラヴィァの除名と社共合同（一九四八、六）
（６）教会の抵抗の終息（一九四八、一二）
（
７
）
モ
ス
ク
ワ
派
の
権
力
蝋
掻
と
自
立
性
の
喪
失
二
九
四
九
、
五
）
Ｖ
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
戦
後
外
交
政
策
の
転
機
二
九
四
七
～
一
九
四
八
）
（
１
）
パ
リ
識
和
会
議
（
一
九
四
七
、
二
～
六
）
（２）トルーマン・ドクトリンとその後（一九四七、三）
（
３
）
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
（
一
九
四
七
、
六
～
七
）
（
４
）
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
会
議
（
一
九
四
七
、
九
）
（
５
）
ソ
迎
雌
撤
退
の
倣
回
二
九
四
八
、
一
二
）
ま
と
め
２ 
東欧と冷戦の起源再考
最
初
に
、
冷
戦
が
な
ぜ
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
起
こ
っ
た
の
か
に
関
し
、
旧
来
の
一
般
的
冷
戦
史
観
と
、
そ
れ
に
対
す
る
東
欧
の
側
か
ら
の
疑
問
を
対
時
し
て
お
き
た
い
。
冷
戦
と
は
、
戦
争
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
き
わ
め
て
敵
対
的
で
あ
る
対
抗
関
係
で
あ
り
、
主
と
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後に生じた、米ソ関係の緊張状態を指すとさ池麺。
そ
こ
で
は
、
冷
戦
開
始
の
理
由
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
ｌ
、
政
治
・
経
済
体
制
の
違
い
故
の
、
ロ
シ
ア
革
命
（
す
な
わ
ち
第
一
次
世
界
大
戦
末
期
）
以
来
の
、
相
互
の
不
信
と
術
疑
心
。
２
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
戦
後
世
界
に
つ
い
て
の
合
意
が
な
か
っ
た
結
果
、
ソ
連
が
東
欧
に
対
し
て
影
響
力
を
拡
大
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
は
不
信
感
を
高
め
、
ソ
連
の
勢
力
拡
張
を
押
さ
え
込
も
う
と
し
た
。
３、米ソ両国政府とも、自国の政策を国内（影響圏内）で正当化するために、相手国の脅威を強調する傾向があり、
それが相手国の警戒心をさらに強めた。
こ
れ
は
主
と
し
て
「
西
側
」
の
観
点
を
基
礎
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
「
東
側
」
の
研
究
は
、
史
料
の
制
約
ゆ
え
に
充
分
な
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
以
下
の
一
般
的
疑
問
が
提
示
で
き
よ
う
。
３
 
１
、
相
互
不
信
と
猫
疑
心
に
よ
り
最
初
に
分
断
政
策
を
開
始
し
た
の
は
ど
ち
ら
で
あ
っ
た
の
か
。
対
応
し
て
い
こ
う
と
し
た
の
か
を
新
た
に
史
料
に
よ
っ
て
具
体
的
に
検
証
し
な
お
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
と
な
ろ
う
。
本稿は、そうした「大国」それぞれの思惑による冷戦が、戦後のヨーロッパ束半分の再編にどのような問題を引き
起
こ
し
た
の
か
、
ま
た
そ
れ
に
対
し
て
東
欧
の
小
国
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
自
国
の
国
家
建
設
を
行
っ
て
い
こ
う
と
し
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
焦
点
を
当
て
、
冷
戦
の
起
源
を
新
し
い
状
況
の
巾
で
問
い
直
そ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
〈冷戦とは何であったか〉
在
各
囮
で
、
冷
戦
そ
（
〈冷戦の起源論争〉
２、影響力の拡大はソ連の一方的なものなのか。
４
 
３、脅威の強調と排除はソ連と他の連合国とではどちらが勝っていた処狸・
こ
れ
に
対
し
、
’
九
九
一
年
の
社
会
主
義
体
制
崩
壊
後
の
ロ
シ
ア
か
ら
、
新
し
い
史
料
が
現
れ
始
め
た
。
特
に
、
’
九
九
一
一
年
に
公
開
さ
れ
た
史
料
は
、
ソ
連
が
最
後
ま
で
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
に
参
加
す
る
意
図
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
参
加
で
き
な
い
条
件
枠
組
み
が作られていたことが描かれ、旧来の冷戦史観を検討することを余儀なくさ也煙。また東欧の史料の公開状況も、現
在
各
囮
で
、
冷
戦
そ
の
も
の
に
対
す
る
歴
史
の
見
直
し
を
辿
っ
て
い
る
。
冷
戦
の
起
源
の
時
期
設
定
に
つ
い
て
は
、
諸
説
の
論
争
が
あ
る
。
冷
戦
を
社
会
主
義
目
資
本
主
義
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
考
え
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
ロ
シ
ア
革
命
以
降
と
い
う
考
え
方
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
第
二
次
世
界
大
戦
後
と
し
た
上
で
、
そ
の
時
期
の
諸
説
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。
冷
戦
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
時
期
設
定
が
基
本
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
ｌ
、
一
九
四
六
年
二
月
の
ケ
ナ
ン
の
Ｘ
論
文
や
、
六
月
の
チ
ャ
ー
チ
ル
の
フ
ル
ト
ン
減
税
「
鉄
の
カ
ー
テ
ン
論
」
に
始
ま
る
と
す
る
も
２
、
一
九
四
七
年
三
月
の
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
に
始
ま
る
と
す
る
も
の
、
３、一九四七年六月から七月にかけてのマーシャル・プランに始まるとするもの、
４
、
そ
の
後
、
一
九
四
七
年
九
月
の
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
の
開
催
以
降
と
す
る
も
の
、
５、一九四八年からの各国での粛清の始まりと多党派の駆逐とするもの、など。
冷
戦
の
起
源
は
、
主
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
梢
勢
な
ど
を
考
え
れ
ば
、
ｌ
も
の
、
こ
う
考
え
た
上
で
、
近
年
の
ロ
シ
ア
・
東
欧
の
史
料
公
開
や
研
究
の
雅
礎
に
立
て
ば
、
ｌ
、
２
は
時
期
尚
早
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
な
判
断
で
あ
る
と
い
い
う
る
。
ソ
述
か
ら
見
た
場
合
、
３
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
の
時
期
に
、
連
合
国
間
の
相
互
信
頼
関
係
が
決
定
的
に
崩
れ
、
４
、
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
の
大
会
で
の
政
策
転
換
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
の
時
期
ま
で
は
、
連
合
国
と
の
共
存
が
模
索
さ
れ
て
い
た
。
ホ
フ
マ
ン
・
メ
イ
ァ
ら
の
『
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
』
の
議
論
で
も
、
ボ
ウ
イ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
対
ソ認識の変化とヨーロッパが分断された時期を。九四七年冬の退くから一九四八年春」としてＬ窪・
さ
ら
に
、
戦
後
東
欧
の
巾
で
当
初
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
に
屈
し
、
比
較
的
長
期
に
目
山
な
体
制
が
容
認
さ
れ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
見
れ
ば
、
考冷戦の影響が同国に飛び火し政莱転換を迫られていったのは、コミンフォルムの開催以降、５、一九四八年から一九
ｊ
 
岬四九年の秋の国内での反対派諸勢力の排除が完成されていくまでの時期に求めることができよう。ハンガリーの二四」
唾からの分断は、最も遅い時期に属する。
戦冷
こ
の
よ
う
に
、
冷
戦
の
起
源
は
、
一
律
に
時
期
設
定
で
き
な
い
。
あ
た
か
も
、
ソ
連
、
英
米
そ
れ
ぞ
れ
の
側
か
ら
氷
が
凍
っ
て
い
く
よ
と欧う
に
、
ソ
連
と
英
・
米
の
周
辺
の
重
要
地
点
か
ら
、
一
二
～
四
年
間
を
か
け
て
、
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
束
ソ
連
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
勝
国
と
北
〈
同
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
何
と
か
欧
米
の
信
籾
と
援
助
を
狸
得
し
よ
う
と
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
欧
米
込
ま
れ
て
い
っ
た
か
で
あ
ろ
う
。
根拠がないわけではなく、ギリシャ・トルコの観点からすれば、２が重要であろう。しかし冷戦を（旧来自立してい
た）「傾域」への影響力として見たとき、ポーランドやギリシャは「歴史的に」ソ連、英国の一定の（合意に雄づい
た
）
勢
力
範
囲
で
あ
っ
た
と
も
言
い
う
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
冷
戦
で
な
く
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
勢
力
圏
と
し
て
承
認
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
っ
た
し
、
事
実
チ
ャ
ー
チ
ル
の
発
想
は
歴
史
的
勢
力
圏
の
そ
れ
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
良
か
ろ
う
。
「
冷
戦
の
起
源
・
開
始
」
と
は
、
そ
う
で
な
い
地
域
、
い
わ
ゆ
る
歴
史
的
に
ソ
連
・
イ
ギ
リ
ス
の
勢
力
圏
に
な
い
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
が
、
い
か
に
分
断
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
組
み
５ 
冷戦を、大国間のシステムとしてのみとらえるならば、ギャディスのいうように、冷戦を「長期の平和陰○コ、勺８８」
と
規
定
し
て
、
現
実
に
「
熱
戦
」
が
起
こ
ら
な
か
っ
た
、
長
期
の
安
定
し
た
シ
ス
テ
ム
の
時
代
、
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
大
国
の
二
極
椛
造
が
崩
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
紛
争
が
多
発
し
始
め
た
、
故
に
、
二
大
同
の
側
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ソ
連
を
排
除
し
よ
う
と
試
み
、
そ
の
結
果
、
ソ
連
の
孤
立
化
と
硬
直
化
・
急
進
化
が
促
さ
れ
る
と
い
う
柵
図
は
、
６
 
第
一
一
次
世
界
大
戦
後
の
み
な
ら
ず
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
時
代
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
「
欧
州
共
通
の
家
」
の
提
唱
と
そ
の
挫
折
、
近
年
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
・
Ｅ
Ｕ
加
盟
問
題
の
試
み
に
至
る
ま
で
、
き
わ
め
て
類
似
し
た
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
点
を
考
え
る
と
、
冷
戦
の
起
源
を
語
る
際
、
現
在
少
な
く
と
も
次
の
三
つ
の
こ
と
が
疑
問
と
し
て
提
示
で
き
よ
う
。
一つは、冷戦の起源として、旧来の冷戦史観でいわれてきた「ソ連の膨張主義」に対して、むしろ「ソ連膨張主義」
や
「
ソ
述
異
質
諭
」
を
政
治
・
経
済
戦
略
の
口
実
と
し
て
つ
か
う
こ
と
に
よ
っ
て
「
排
除
の
論
理
」
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
伝
統
的
な
西
欧
・
ア
メ
リ
カ
の
外
交
政
策
の
検
討
が
、
災
は
敢
要
な
の
で
は
な
い
か
。
第
二
に
、
従
来
冷
戦
の
起
源
で
は
、
一
般
に
米
ソ
関
係
と
そ
の
下
で
の
勢
力
圏
分
割
が
重
視
さ
れ
て
き
た
が
、
冷
戦
を
二
国
対
立
と
し
て
で
は
な
く
、
「
二
極
対
立
」
と
い
う
「
鎖
域
」
の
構
図
と
し
て
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
冷
戦
の
中
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
緬
域
が
西
と
東
に
分
断
さ
れ
て
い
く
経
緯
の
研
究
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
第
三
に
、
冷
戦
を
「
航
域
」
と
と
ら
え
る
と
す
れ
ば
、
実
は
、
米
ソ
関
係
以
上
に
、
分
断
さ
れ
て
い
く
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
、
そ
れ
も
歴
史
的
に
英
ソ
の
勢
力
圏
下
と
み
な
さ
れ
る
地
域
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
的
航
域
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
「
冷
戦
」
の
中
で
こ
そ
分
断
さ
れ
大
幅
な
政
策
変
更
を
迫
ら
れ
て
い
く
「
小
国
」
の
地
域
か
ら
の
検
討
が
尖
は
不
可
欠
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
研
究
は
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、
あ
ら
た
に
冷
戦
の
起
源
を
見
直
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
研
究
は
、
こ
う
し
た
問
題
意
誰
〈東欧にとっての冷戦の意味〉
考にもかかわらず、第二次世界大戦は、こうした問題を何も解決できなかった。そればかりか、新たなソ連国境の拡
癖張、ドイツの分断などによって、不安定な国境線をめぐる潜在的対立と、英・米によるソ連の排除（孤立化）は継続
唾した・第一次世界大戦以来の国境線をめぐる民族・領土問題と、第二次大戦後のソ連邦とヨーロッパ東半分の分断・
繊排除政策にもっとも影響を受けたのは、東欧諸国であったといえる。
と欧
欧
米
お
よ
び
ロ
シ
ア
の
側
に
、
こ
の
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
小
国
か
ら
見
た
「
冷
戦
認
識
」
、
す
な
わ
ち
自
ら
の
一
思
図
と
無
関
係
に
排
東
「除され分断された側から見た冷戦認識への理解と反省が必要であろう。それがない限り、冷戦終結後再び、西側の理
題」にあった。
の
支
配
は
、
地
域
を
「
平
穏
」
に
保
つ
意
味
で
貢
献
し
た
の
だ
、
と
言
う
解
釈
も
可
能
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
下
で
、
彼
ら
の
意
に
添
わ
な
い
形
で
、
戦
後
処
理
の
問
題
（
領
土
・
国
境
問
題
、
そ
れ
に
付
随
す
る
政
治
・
経
済
・
社
会
問
題
）
を
、
一
九
二
○
年
か
ら
引
き
ず
っ
た
ま
ま
分
断
さ
れ
て
、
ナ
チ
ズ
ム
の
影
響
下
に
入
り
、
さ
ら
に
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
「
解
放
」
後
ソ
連
の
影
響
下
に
お
か
れ
た
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
小
国
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
冷
戦
と
は
、
そ
の
二
極
の
一
方
に
組
み
込
ま
れ
て
か
ら
一
九
八
九
年
の
最
終
的
「
解
放
」
に
至
る
ま
で
の
、
長
期
に
わ
た
る
「
自
己
決
定
機
能
」
の
喪
失
あ
る
い
は
「自己統治機能」の喪失の時代であったといえる。
冷
戦
に
よ
る
世
界
の
二
極
分
割
に
よ
り
、
そ
の
主
体
の
政
策
や
意
図
と
は
大
幅
に
異
な
る
形
で
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
っ
た
東
欧
の
側
か
ら
冷
戦
の
起
源
を
問
い
直
す
こ
と
は
、
米
ソ
の
世
界
戦
略
ゲ
ー
ム
と
し
て
の
冷
戦
と
は
異
な
る
、
冷
戦
が
小
国
の
社
会
と
個
人
に
与
え
た
「
人
間
の
顔
」
と
そ
の
苦
悩
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
も
そ
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
を
招
い
た
の
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
戦
後
処
理
の
問
題
点
皿
敗
戦
国
ド
イ
ツ
と
社
会
主
義
化
し
た
ロ
シ
ア
・
ソ
連
邦
の
孤
立
、
複
雑
な
多
民
族
地
域
で
あ
る
中
・
東
欧
の
新
興
諸
国
に
対
す
る
「
国
境
の
政
治
的
線
引
き
⑭
民
族
・
領
土
間
７ 
念（自由主義と市場主義）の勝利という価値判断の下に、冷戦に代わる新たなヨーロッパ統合というシステムにおい
８
 
て
グ
ロ
ー
パ
リ
ズ
ム
の
名
の
下
に
、
再
び
（
ロ
シ
ア
の
）
排
除
の
論
叫
と
小
国
に
お
け
る
独
自
の
自
己
決
定
権
の
制
限
と
を
、
雌
反
省
に
繰り返すことになる可能性があるとはいえないだろうか。
（１）ｊ・ギャディス「冷戦史の悲劇」『中央公論」一九九四年二几号、四○三頁。］・伊・ＯＢ臼の．尋劃・こぎ。§宛の冒詩『畠
ｇ巨一冑、蔑め§〕・○×『・ａ・】ｇ『．
（２）富煙旦昏］。。『・自胃罫５月ｑ一言列＆§引石員蔚骨向日〒尋図ｇ昌日・四国◎六二のＥのｇ・川口桶久治・鈴木一人「グ
ｕ－パリゼーシ劃ンと国民Ｎ家」付木仏店、一九九七年、一ＷⅡ～一四六画。
（３）「冷戦」の一般的規定については、打倒瓜「冷戦」『現代政流学馴典』大学敬行社、一九九一年。冷戦側係の文献としては、
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● 
Ⅱ東欧にとっての冷戦の起源と、近年の史料・研究動向”田の（・１．，日ｂご
｜
、
近
年
に
お
け
る
東
欧
戦
後
史
の
研
究
の
変
化
一
九
八
九
年
前
後
か
ら
、
東
欧
で
は
、
戦
後
史
研
究
の
大
幅
な
認
識
の
変
化
が
あ
っ
た
。
旧来の公式の社会主義体制の歴史観では、一九四五～一九四八年は、「人氏民主主義の時代」、「民主主義革命から
社会主義革命への輝かしい過渡期」とされて謹辿。
そ
れ
が
、
’
九
八
○
年
代
後
半
に
お
け
る
東
欧
・
ソ
連
の
状
況
の
変
化
と
、
歴
史
の
見
直
し
の
進
展
の
中
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
、
一
九
八
九
年
の
歴
史
委
員
会
の
報
告
書
に
お
い
て
大
き
な
変
化
が
現
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
一
九
四
七
年
後
半
か
ら
の
時
期
を
、
自
立
性
喪
失
の
時
代
と
し
、
「
ソ
ヴ
ェ
ト
・
モ
デ
ル
を
引
き
写
し
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
伝
統
と
は
異
な
る
外
国
の
諸
機
関
が
導
入
さ
れ
た
」
、
．
九
五
六
老年（のハンガリー事件）は、民衆蜂起であり、民族独立闘争であった」と書かれるに韮っ（樫・
榊ただしこうした状況は、一九八九年の社会主義体制の崩壊後九年を経て、また、当時の民主主義政椛が次々と崩壊
唾し、新たに社会主義政党が政権についていく中で、国際的な方針（市場化とヨーロッパ統合）に変化はないものの、
総歴史観については、若干修正されてきている。
と欧
た
と
え
ば
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
一
九
五
六
年
事
件
に
つ
い
て
は
、
’
九
八
九
年
の
「
歴
史
の
見
直
し
」
が
出
る
ま
で
は
公
式
に
は
「
反
鹸
命
」
束
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
民
族
解
放
剛
争
と
修
疋
さ
れ
、
一
九
八
九
年
の
転
換
以
降
は
、
八
九
年
の
転
換
を
導
い
た
氏
族
独
立
革
命
と
し
仙保隆行「マーシャル・プランに対するソ述の対応」『ロシア研究」一九号、一九九四年。岩川賢治「ソ述のヨーロッパ政簸」
石井編「一九四○年代のヨーロッパの政治と冷戦』一九九三年。
（６）『意ミロ『“盲（』酉目・巴・耳の国ゴーの望四○｛｛ヨロココ：ＣＯ目『一の⑪冨巴①『・ミの⑫（く】⑦這勾８］】８句。旨○口』の忠・もつい②．彊・
９ 
二
、
東
欧
に
と
っ
て
の
冷
戦
の
起
源
研
究
東欧の側から見た場合の冷戦の起源についての研究は、英米がソ迎を排除し、その結果としてソ連が英米協調政策
を
放
棄
す
る
な
か
で
、
東
欧
が
、
ど
の
時
期
ま
で
、
ど
の
程
度
、
戦
後
、
独
自
の
国
家
・
社
会
建
設
の
方
向
性
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
と
い
う
、
自
己
決
定
権
の
制
限
と
限
界
の
時
期
を
探
る
問
題
と
重
な
る
。
こ
れ
は
国
に
よ
り
、
ま
た
国
内
の
各
機
構
に
よ
っ
て
も
諸
段階がある。また、国内でも、政党、部局、さらに個人によって、同一時期においても認識の度合いが大きく異なる。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
冷
戦
の
進
行
の
結
果
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
半
分
が
分
断
さ
れ
ソ
連
の
影
響
下
に
は
い
る
と
い
う
、
東
欧
の
政
治
的変化については、既に当時から多くの人の関心を呼び、セトン・ワトソンの「東欧の革命」やフェイトーの『スター
リ
ン
時
代
の
東
欧
』
『
ス
タ
ー
リ
ン
以
後
の
東
欧
』
な
ど
を
は
じ
め
多
く
の
著
作
が
出
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
東
欧
の
中
で
も
比
較
的
特
殊
、
あ
る
い
は
暖
昧
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
旧
来
は
「
冷
戦
」
と
ソ
迎
の
罪
を
問
題
と
す
る
岐
人
の
材
料
で
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
に
比
べ
て
、
必
ず
し
も
一
般
的
に
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
七
○
年
代
末
か
ら
八
○
年
代
に
か
け
、
旧
来
の
冷
戦
研
究
の
正
統
派
と
レ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ー
ー
ス
ト
（
修
旺
主
義
派
）
と
の
対
立をこえる、いわば現実派・史料実証派として机次いで東欧戦後史の比較研究およびハンガリーを中心とする冷戦の
見直しが現れてきた。
て
高
く
評
価
さ
れ
、
多
く
の
回
想
録
も
川
さ
れ
た
。
し
か
し
史
料
の
公
開
の
中
で
五
六
年
評
価
は
次
第
に
甲
乙
つ
け
が
た
い
も
の
と
な
り
、
一
九
九
六
年
一
○
月
の
四
○
周
年
の
記
念
式
典
に
お
い
て
は
鳴
り
物
入
り
の
評
価
は
影
を
潜
め
、
国
民
の
間
の
世
論
調
査
で
も
、
や
は
り
革
命
と
反
革
命
の
両
刀
の
側
而
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
国
民
の
解
放
記
念
日
と
し
て
は
三
川
一
五
日
（
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
か
ら
の
独立）がより一般的という現実的認識が多数を占めてきてＬ麺。
1０ 
こ
う
し
た
巾
で
、
東
欧
各
耐
と
ア
メ
リ
カ
の
外
交
関
係
を
つ
ぶ
さ
に
検
討
し
た
ル
ン
デ
ス
タ
ッ
ド
の
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ノ
ン
ポ
リ
シ
ー
」
、
東
欧
国
内
の
政
体
の
比
較
を
検
討
し
た
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
の
『
多
様
性
へ
の
Ⅲ
冊
』
が
州
さ
れ
、
ま
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ソ
巡
閲
係
に
焦
点
考を当てて論じたものとしてガティの「ハンガリーとソヴェト。ブロック』、ハンガリーと英米関係を論じたものとし
耐てマックスの「アメリカ、イギリスとハンガリーのソヴェト化」がそれぞれ川さ礼越。
ｉ
 
蝿一九八九年、九一年の東欧・ソ連の社会主義体制の崩壊以降、東側から●も、新史料の公開の開始により、新たな研
織究が始められた。一九九一一年に、タフニェンコ、ナリンスキーらにより、ソ連は最後までマーシャル・プランに建設
と欧的
に
参
加
す
る
川
意
が
あ
っ
た
》
」
と
、
東
欧
に
つ
い
て
●
も
、
一
九
四
七
年
の
七
Ⅲ
四
日
頃
ま
で
、
参
加
を
要
請
す
る
態
度
を
と
っ
て
い
た
、
束
（６） 
という』、の史料が公附された。
一
几
八
○
年
代
前
後
か
ら
、
ル
ン
デ
ス
タ
ッ
ド
、
、
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
、
ガ
テ
ィ
な
ど
が
、
第
三
の
見
解
に
近
い
形
で
新
た
な
研
究
を
側
始
し
、
英
米
と
同
様
、
ソ
連
の
対
東
欧
政
簸
も
国
に
よ
り
傾
域
に
よ
っ
て
か
な
り
異
な
っ
て
い
た
し
各
国
の
対
応
も
異
な
っ
て
い
た
と
す
る研究が出され始めた。
Ⅲ
来
、
冷
戦
を
呼
び
起
こ
し
た
原
因
の
一
端
と
し
て
言
わ
れ
る
「
ソ
連
の
膨
張
主
義
」
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
に
三
つ
の
流
れ
が
あ
る
と
し
て
、
ル
ン
デ
ス
タ
ッ
ド
が
ま
と
め
て
い
る
。
第一は、ソ連は戦争終結時に、既に、全ドイツに対する東欧の組織化を意図していたとする、ケナンらの説。
第
二
は
、
ソ
連
は
戦
争
初
期
に
は
共
産
党
に
よ
る
東
欧
の
制
御
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
、
東
欧
へ
の
拡
大
は
ソ
連
の
安
全
保
障
の
結
果
で
あ
る
と
す
る
、
ド
イ
ッ
チ
ャ
ー
、
ハ
レ
ー
ら
の
説
。
第
三
は
、
ソ
述
は
そ
の
よ
う
な
叩
純
に
一
画
し
た
政
簸
を
東
欧
に
対
し
て
採
っ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
と
す
る
、
七
ト
ン
Ⅱ
ワ
ト
ソ
ン
、
で
あ
る
と
す
る
、
ド
イ
ー
第三は、ソ述はそ（
ウラムらの説で延麺。
こうした状況をふまえつつ、ハンガリーの内政と外交を分析しながら、諸史料と近年の研究による諸事実を提示し、
東
欧
に
と
っ
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
と
っ
て
の
冷
戦
の
起
源
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
、
本
稿
の
課
題
と
な
る
。
ここではとくに、一九八○年～九○年代の新しい研究状況や近年ハンガリーで出されているモノグラフなどを利用
しながら、ハンガリーの国立史料館のソ連関係の極秘史料、およびハンガリー政治史研究所にある、共産党幹部会と
政党間会議の極秘史料を中心に、一部ロンドンの外交史料館のハンガリー関係史料、アメリカの句幻□のと国立史料
館のハンガリー関係史料を利用しつつ、検討することと土型。
（１）出』冒巴・くぎ§§ミミ§颪§日溜（・ョ＆息息冒（ハンガリー革命労働運動史）、口目⑨□のい【・§の．尼公‐、、］・］。．
（２）目『８８』菖臨§行（「社会評論」特集号）、』の⑪Ｐ｛の：貸〆目『酔巨、‐膜こうしたハンガリーにおける歴史の見直し
このように欧米の研究が深化しソ連の史料公開が進む中で、まずポーランドで、ついでハンガリーやチェコでも対
ソ
関
係
に
か
ん
す
る
国
内
の
極
秘
資
料
の
公
開
が
始
ま
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
研
究
が
開
始
さ
れ
始
め
た
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
そ
う
した史料は、一九八○年代にあらわれてきた各国の多様性やハンガリーの特別な位置を補強するようなかたちとなっ
ている。しかし一九九四年から一九九六年のハンガリーの研究状況では、とりあえず、西側の研究を紹介し、またア
メリカ・ロシアで新たに発掘された史料を翻訳。刊行していく作業、それに加えて、本国で新しく公開され始めた極
秘
資
料
を
読
破
し
つ
つ
あ
る
、
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
他力、’九九○年代には、ギャディスらを中心にポスト修正主義派の研究が強化され、冷戦は長期の平和であった、
あるいは今や我々は（当時の状況を）知りうるとして、膨大な史料研究に基づく冷戦の再検討がアメリカで始められ
てＬ麺。しかしギャディスらの見解は、結局アメリカの冷戦体制を肯定するものとして、東欧研究の側からは納得し
がたい部分も多い。
1２ 
東欧と冷戦の起源再考
（
６
）
先
に
ふ
れ
た
、
タ
フ
ニ
ェ
ン
コ
、
ナ
リ
ン
ス
キ
ー
の
論
文
。
（７）］・Ｐ・の四目賦里目・凋円§§§『計い（貰・青閏ｓｑａ鳶９瓦ミミ．Ｆ・目・貝己⑪⑭。」・伊・○四Ｑ臼の・弓：。こき。§恩‐
冒蔦冒駒ｇ嵐一百『、房Ｓｑ６ｘ〔・貝］①臼．
（８）筆者は一九九四年から一九九六年にハンガリーの科学アカデミー歴史学研究所とイギリスのロンドン大学スラヴ東欧研究
所で在外研究を行ってきた。閲覧し収集してきた史料は次の通りである。
ハンガリーの史料は、｜っは旧ハンガリー社会主義労働者党（共産党）の党史研究所の政党関係史料（現在は、ハンガリー
国立史料館の現代史史料館分館）、今一つはハンガリー国立史料館の外務省史料、特にソ連関係の極秘文書である。ハンガリー
の歴史資料は通常三○年間たつと公開されるが、ソ連関係の極秘文書が見られるようになったのはソ連解体後ようやく一九
九
四
年
頃
か
ら
で
あ
る
。
’
九
九
四
年
の
段
階
で
は
筆
者
も
国
立
史
料
館
で
極
秘
史
料
を
ひ
も
と
き
始
め
た
最
初
の
研
究
者
の
一
人
で
あ
り
、
史
（３）⑭、６．一・ワの『』９ｍ》」く響②㈹８貝且四「朝凹新聞』一九九六年一○月二六日
（４）○の一『Ｐ目□の⑰日・・息③煙ミヨ計冒菖・冨も。』§（・民一ｓ且⑭同口吻§剴向ミ８２℃島‐ご心司ロミ§②ミミミ巷§Ｓ岱口巷・『ａ⑲いい③員冒』旨‐
§伺い』』。＆③ロミ愚巨曾貝③駒・弓「・ョ⑪。‐。、一・‐国⑦『ぬの。．］①『⑭．ｂ・色、．□・の］○・による分析。○の【○ｍの句・【の目、Ｐ宛筐いいｓ§ロ（意
弓、②』忌斡§、ト召昔ロ討巨吻冒』冒・三の員○『口○○斎・巳の⑬・芦②ＢＯＣの旨の○ヶの『・吻冒』冒叱邑帛》ヴミ《８一国濤偏。ｐご香こ・勺の。、巨冒国○○六⑪》］①の⑪・
ＰＣ巳⑫国口］一⑦・曰●胃。。一旦ヨロ「Ｐ②田莨。ｑ・Ｚの乏閏・『六・』Ｃの『。（ハレー「歴史としての冷戦』サイマル、一九七○年）困巨、ロの①（・ロー
ミロ（の○コ目善①恩②局ミ：⑩§詞８．一員３嵩・旧ｏＢｏＰＢｇ・旨口９国・白ロ日向§冒凰・苫§且○○③爵§８●『胃国莨。ｑ旦吻。ご§
、ご翼凰応凶晴》ず罫ｕ一角℃』司局ｂロ『・Ｚの三国○鳥・己のＰ
（５）○の｝『ドロロ：⑫ＢＰＳ量・］○の８ヶ幻○房い◎厩］Ｐ幻③（ミョＳＣ旨③『軋邑・○〆［Ｃａ・』ｃｍＰｏゴロ『］の②の⑪三・帛轡畠ミビロ再旦暮⑮ｍ８忌耳四○Ｄ
Ｃロ『ゴロ日〕ｃ、の・の日ロ』の］富・冨囚×・恩③［ミミい§⑮②．Ｑ§＆ミロ貫目ａＳ⑮の。§蔦葛○ヨミ弟｛冒陀月莨ｂ怠‐Ｓ島・国口⑫忌日。‐
ｂ８ｐ巨○ロ○ｍ目ロゴの．］の⑪口
の概観は、羽晒
一八－二九頁。 羽場久温子「ペレストロイカ下の東欧》『多様性への回帰」」「外交時報」Ｚ○・局のＰ’九八九年七／八合併号、
1３ 
料
館
か
ら
は
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
も
読
ん
で
な
い
史
料
」
で
あ
り
心
し
て
読
む
よ
う
に
い
わ
れ
た
。
し
か
し
英
国
か
ら
戻
っ
た
一
九
九
六
年
の
段
階
ではかなりの研究者が極秘史料を読み、モノグラフを書き始めていた。
ｌ政治史研究所（旧党史研究所・現国立史料館の現代史史料館分館）の史料や○房涛巴目。。白い且豆蔵月庁の炉のぐの］註『シ『Ｏ三‐
百日・としては以下のものを主に使用した。①。ｍ○日・缶〆冨勺芹のぐの穴の目⑪厨のぐの』穴ｍｂ８ｏ〕口８⑰一『ｇｏ穴、旨〕一のョか目の、〕へ
国・』へ属・』ヘの］．（共産党の活動関係史料）党大会、スパイ事件、民族独立戦線綱領、国際状況）⑬『←『。且．シ三ｍ田口『
【・ョ目厨日限『芹【。Ｂ○日】す】Ｎ・再めい、－３斤○六ｍ甚冒【忌旦の・閂・戸揖８．『、い・国六○庁・Ｓ８・』』８．（ハンガリー雌〈産党中央委
員
会
史
料
）
党
大
会
、
党
会
議
、
中
央
幹
部
書
記
局
秘
密
文
書
、
政
党
間
会
議
、
左
派
ブ
ロ
ッ
ク
、
外
務
委
員
会
史
料
・
・
ソ
連
、
ソ
連
外
務
省
、
ユーゴ関係、軍関係。ｇ⑪〔・目・冨凋百『・【の乱、肝シごｍ旨】丙８８．一日巴（ハンガリー・イギリス関係）
２国立史料館史料：○『⑫凪、。②いのく璽威【シ『◎ぽくロョとしては以下のものを使用した。潴貝’］堂・富臼田日‐のＮＣぐ〕の日日ｏ
百℃８．－日○六閏、。『旨。日六・⑫一「口目印］①念‐］①ｇ・△‐員の‐。》】い‐。．ｇ‐。・園‐。》暖‐。。（ハンガリー・ソ連関係縦秘文書）
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
講
和
条
約
と
ソ
連
の
見
解
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
外
務
省
と
プ
ダ
ベ
シ
ュ
ト
の
ソ
連
大
使
館
関
係
者
と
の
会
合
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ソ
ヴ
ェ
ト
代
表
部
、
ソ
連
大
使
館
軍
事
ア
タ
ッ
シ
ェ
と
下
部
機
関
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
駐
留
中
の
ソ
連
軍
の
紺
織
維
持
の
た
め
の
活
動
、
パ
リ
講
和
会
議
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
関
係
第
二
二
条
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
頒
土
に
駐
留
す
る
ソ
連
軍
に
提
供
さ
れ
る
諸
条
件
（
＊
ソ
連
軍
撤
退
の
撤
回
条
件
に
か
ん
す
る
極
秘
資
料
皿
コ
ピ
ー
許
可
お
り
ず
）
、
赤
瀬
へ
の
補
給
品
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
領
土
に
臨
時
に
駐
留
す
る
ソ
連
軍
の
兵
士
と
諸
機
関
の
活
動
に
か
ん
す
る
４
イ
ギ
リ
ス
の
史
料
は
、
外
務
省
公
文
書
館
（
勺
ロ
ｇ
ｏ
幻
の
８
ａ
○
霞
８
）
に
あ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
関
係
、
ソ
連
関
係
の
史
料
で
あ
り
、
集
め
た
ものは以下である。》」こには党閥係、対ソ関係の貴愈な資料が存在する。国１踵の。句。且的口○段８℃：二・宛①８日○日８
３○⑪］、の①ｑ，恩ロロ昌冒くいロ（旧小農業者党外務委員卯ナジ・フェレンッ派）作成の内務省史料【○．８℃、】。⑩℃の「．シ
●
、
【一切、口己Ｐｂ坤耳⑫吊冨日勝』３．□・穴ロョの貝ロョ・穴（スパイ事件、小農業者党の分裂にかんする史料）。これは一九九八年に刊
も
の
は
以
下
で
あ
る
。
こ
》
史
料
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
関
係
）
行史料として出版された。
秘
資
料
皿
諸問題。
１４ 
東欧と冷戦の起源再考
可○四コ⑪西目ｍｍｑ⑪〕①ｓ・の⑪囲い・ｍｍｍｓ・の『ＳＰＳ］③Ｐの。『Ｃかご『①．①目闇・枢軸国の、家条約への調印と批准、ギリシャ・
ト
ル
コ
問
題
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
の
イ
ギ
リ
ス
の
援
助
、
ソ
迎
耶
関
係
、
ソ
迎
叩
の
撤
退
ほ
か
。
『○ｓ］ｗｍｏく一の一ロゴ一・．帥ら念・ｍ３ｇ．⑪のゴの．ｍの『⑪Ｐｍｍｍｇ・ソ迎外交と「３大囚」の北〈同、外国共産党へのソ迎の態度、
チ
ャ
ー
チ
ル
の
フ
ル
ト
ン
滅
説
へ
の
ソ
連
の
反
応
、
ソ
連
の
外
交
戦
略
と
そ
の
意
図
。
司○臼】ら・ぐ】の戸口ロ】・目Ｓｓ・の２』ｍ・の①Ｓｍ・の①一ｍ⑪シソ連のギリシャ蜂起への援助、ヨーロッパ北〈産党会議（ワルシャワ）、
ソ
連
圏
と
比
較
し
て
の
西
欧
側
の
回
復
。
５
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
関
係
の
文
書
と
し
て
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
国
立
史
料
館
史
料
、
国
立
史
料
館
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
関
係
文
書
（
一
九
四
五’’九四九）、ソ迎のハンガリー外交のアルヒーフやマイクロフィルムなどがある。Ｚｇ】・ロローシＲ宣くのい史料（□・の．シ）
“ハンガリー関係国］のＺ。．『臼．Ｒ・の。『一の［出目、口ｑ幻の一目○口、．』の心、，己８．Ｚ：。コローン「、三ぐの⑪史料（□・の。シ）》ハンガリ
ー関係マイクロフィルムｐご急目員貫口②・の盲（③ロ§。「§⑩貝Ｃ、頁日届罵賜凸凹冒吻。ご§ロミ・ヨヨミ目（邑邑嵐日巳念Ａｂ
ｐ斡旦、ご菖趣西菖』（百斗鰯』Ｃ△ｑ‐閂ｂ《ｂ・
こ
れ
ら
は
ま
だ
充
分
に
整
理
で
き
て
は
お
ら
ず
、
本
稿
で
は
そ
の
う
ち
の
一
部
、
と
く
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
西
と
の
関
係
、
お
よ
び
ソ
述
軍
の
残
留
問
題
を
め
ぐ
る
史
料
を
使
っ
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
司○３斤国目恩ｑ”』の心ｍ・心⑪ｓ⑦・念ｓＰ台、８．怠臼ｍ・ソ迎・ハンガリー賠価協定、ハンガリー迎合国代表部、ホルティ
と
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
か
ん
す
る
メ
モ
、
そ
の
他
。
句○②『庁國仁口恩Ｑ”己怠・臼②鷺・田困Ｐｍｇｍｍ．、⑪①①『．⑪のｇ』．、ｇ匡・の〔ｎ・パリ講和会議叩ハンガリー、クーデンホーフ・
カ
レ
ル
ギ
ー
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
計
画
、
連
合
国
管
理
委
員
会
、
宗
教
問
題
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
枢
機
教
ミ
ン
ッ
ェ
ン
テ
ィ
亜
ソ
連
の
反
応
）
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
か
ん
す
る
講
和
条
約
草
稿
、
力
１
ロ
イ
・
ミ
ハ
ー
イ
伯
爵
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
の
帰
国
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
首
相
の
モ
ス
ク
ワ
訪
問
、
ド
ナ
ウ経済連合の提案。
1５ 
（１） 
比較することができる。
ル
ン
デ
ス
タ
ッ
ド
は
、
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
ノ
ン
ポ
リ
シ
ー
』
で
、
ア
メ
リ
カ
の
東
欧
に
対
す
る
政
策
と
目
標
に
濃
淡
が
あ
っ
た
と
同
様
、
現実のソ連の東欧にかんする認識には差異があった、アメリカのソ連膨張主義の認識はソ連の政策の一面的な単純化
で
あ
ろ
う
、
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
ア
メ
リ
カ
の
対
東
欧
政
策
の
実
証
研
究
に
基
づ
き
、
ソ
連
に
と
っ
て
の
東
欧
認
識
の
濃
淡
に
つ
い
Ⅲ
戦
後
東
欧
の
政
治
状
況
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
位
置
般初に、東欧における戦後の政治状況のアウトラインを概観し、その巾でのハンガリーのおおよその位置を脈認す
るために、まず東欧の連合政椛の時期区分の年表と地図とを示しておきたい。
年表からは、通常、社会主義体制への過渡期ないし「人氏民主主義」の時代と呼ばれてきた一九四五年から一九四
八
年
の
時
期
に
、
東
欧
の
内
政
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
議
会
制
比
主
主
義
の
政
椛
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
、
相
互
て、次のように提示している。
、
Ｉ
ｈ
旨
一
・
う
一
・
Ｊ
‐
卜
Ｉ
ｕ
い
ｌ、ソ連にとっての外部地域、西欧にとっての死活地域は、ギリシャ、トルコ、イタリアであった。ここでは共産
党が強力でも、西欧との関係を亜祝し、ソ連はほとんど手を出していない。
２、ソ連と西欧の中間地域、いわばバッファーゾーンかグレーゾーンと呼びうる地域として、ルンデスタッドは、
東ドイツ、チェコスロヴァキア、ハンガリー、オーストリア、ユーゴスラヴィア、アルパーーァを上げている。こ
の地域では濃淡の差はあるものの、具体的な戦後政莱を明確化していない、あるいは中立化することによって、
自国にとっての脅威を減じようとするものである。
３、他方、ソ連にとって内部傾域と考えられたのが、ポーランド、ルーマニア、ブルガリアであった。これについ
1６ 
東欧と冷戦の起源再考
戦り域述
の決に以が
緊め関上あへ
張がしのる且
同、＋－－’１０
以上の分析の中で、筆者はとくにソ連の政策が暖昧であった「中間領域」に関心を持っている。それぞれの死活地
域に関しては、通常の段階でも合意の下に大国間で分割される可能性があるし、現にソ連とイギリスとの間でその取
り決めがあった。当初中立化ないし友好的である限りに置いて独自の政策運営が行い得ていた「中間領域」こそ、冷
戦の緊張の高まりの中で分断化が進められていった地域と考えられるのではないだろうか。
筆者はその中でのハンガリーの位置を確認し、検討していきたい。検討事項は次の通りである。
ては、イギリスとの合意の上で、ソ連の安全保障についてなくてはならない地域とし、この地域の主権を制限し
て
も
軍
事
的
安
全
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
４、最後に、ソ連にとっての死活地域は、フィンランドの一部、カーゾン線以東のポーランド、パルト三国、ベッ
サラビァである。これは独ソ不可侵条約の秘密議定書に記された地域とほぼ対応する。ソ連はこの地域を自国の
安全保障の死活地域とみなし、大きな影響力と決定的発言権を行使しようと」樫。
これを、地図および別表の年表と重ね合わせると、ソ連にとっての死活地域と連合政権の長短が相互に重なり合っ
ていること、またこのルンデスタッドの区分が、チャーチルが最初にスターリンに提示した有名な一九四四年一○月
のモスクワ会議での「影響圏」案のパーセンテージとも重なっていることがわかる。
また、こうした差異は、ハンガリーの史料でも確認される。ハンガリー国立史料館のソ連秘密資料でも、一九四六
年六月二日の報告で、ソ連の安全保障政策として、ポーランド・ブルガリアは重要であるが、チェコスロヴァキア、
ルーマーーァ、ハンガリーは不確かであり、とくにチェコスロヴァキアとハンガリーの位置づけは微妙である。チェコ
スロヴァキアはスラブでソ連と友好国であるがハンガリーはそうではない、というソ連のハンガリー大使館からの記
1７ 
表Ｉ東欧における各国連合政権の時期区分
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東欧と冷戦の起源再考
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
と
く
に
実
質
的
一
党
化
の
遅
れ
（
な
い
し
共
産
党
の
脆
弱
さ
）
が
顕
著
で
、
’
九
四
八
年
一
二
月
ま
で
、
一
党
化
は
実
現
せ
ず
、
小
農
業
者
党
左
派
の
テ
ィ
ル
デ
ィ
・
ゾ
ル
タ
ー
ン
大
統
領
は
、
共
産
党
シ
ン
パ
と
呼
ば
れ
つ
つ
一
九
四
八
年
七
月
ま
で
そ
の
職
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
の
あ
と
も
四
八
年
一
二
月
か
ら
小
農
業
者
党
左
派
の
ド
ビ
内
閣
が
組
閣
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
歴
史
的
に
社
会
民
主
党
左
派
の
影
響
力
が
最
後
ま
で
決
定
的
に
強
く
、
四
八
年
七
月
に
大
統
領
と
な
っ
た
社
会
民
主
党
の
サ
カ
シ
ッ
チ
の
影
響
力
は
無
視
で
き
な
か
っ
た
。
人
民
戦
線
の
単
一
候
補
者
名
簿
に
よ
る
圧
勝
は
、
よ
う
や
く
一
九
四
九
年
五
月
で
あ
っ
た
。
第
二
は
、
外
交
面
に
お
け
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
位
置
、
と
り
わ
け
通
説
と
現
実
の
落
差
の
確
認
で
あ
る
。
スターリン・ノートによれば、ソ連は東ドイツでは、’九五二年四月までドイツ全体の中立化をめざしていたが、
西側の否定的な反応を見て方向転換したとさ拠麺・同様にソ連は繰り返し、オーストリアの中立を要請」煙・
ド
イ
ツ
の
中
立
化
が
最
大
の
敵
を
非
武
装
化
し
て
お
く
意
図
を
持
ち
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
中
立
化
が
国
境
周
辺
の
死
活
地
域
を
危
険
地
と
く
に
、
筆
者
は
、
共
産
党
へ
の
一
党
化
と
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
・
モ
デ
ル
と
の
関
係
、
共
産
党
内
部
の
モ
ス
ク
ワ
派
と
民
族
派
と
の
関
係
、
そ
う
し
た
中
で
の
「
自
己
統
治
機
能
の
喪
失
」
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
っ
た
か
に
焦
点
を
絞
り
た
い
。
そ
の
際
、
民
主
主
義
な
い
し
人
民
民
主
主
義
の
概
念
が
ど
う
変
化
し
て
い
っ
た
か
も
問
題
と
な
っ
て
こ
よ
う
。
東
欧
の
社
会
主
義
化
に
お
け
る
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
位
置
お
よ
び
人
民
民
主
主
義
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
既
に
川
本
で
は
一
九
七
○
（４） 
年
代
に
百
瀬
宏
氏
、
一
九
八
○
年
代
に
南
塚
信
吾
氏
の
研
究
蓄
積
が
あ
り
、
ま
た
近
年
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
研
究
が
進
み
つ
つ
あ
る
問
題
で
も
ある。
のだろうか。
一つは、連合政権の実態である。セトンⅡワトソンは、真の連合・偽の連合・共産党の一党化と分けて論じたが、
九
四
七
年
か
ら
四
八
年
に
か
け
て
の
段
階
的
な
変
容
の
中
で
、
何
が
よ
り
決
定
的
な
転
機
（
国
内
的
、
対
外
的
、
国
際
的
）
で
あ
っ
た
2１ 
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
東
欧
の
内
政
と
外
交
の
双
方
か
ら
、
か
な
り
撒
密
に
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
研
究
は
、
そ
の
一
つ
の
布
石
に
す
ぎ
な
い
。
す
で
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
現
実
に
立
脚
し
た
広
瀬
氏
の
研
究
が
あ
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ドについては百瀬氏の代表的な研究が迩誕・筆者は、第二次世界大戦後のハンガリーを基礎に、この時期の東欧と冷
戦の問題に新たな問題を提示したい。
二
九
四
四
年
に
お
け
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
位
置
〉
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
は
、
そ
の
著
書
の
中
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
ふ
れ
て
、
も
し
ホ
ル
テ
ィ
が
も
っ
と
う
ま
く
政
策
転換を行っていれば、あてにならない少数の共産党にはこだわらなかったであろうこと、スターリンが一九四四年一
こ
の
こ
と
は
ま
さ
に
、
「
東
欧
全
体
に
と
っ
て
の
冷
戦
の
起
源
は
何
で
あ
っ
た
か
」
に
つ
い
て
、
最
初
に
介
入
を
受
け
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
、
最
後
に
ソ
連
の
影
響
下
に
入
っ
て
い
く
ハ
ン
ガ
リ
ー
な
い
し
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
と
の
間
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
期
間
の
違
い
、
政
策
の
違
い
、
現
状
の
違
い
が
あ
っ
た
か
、
を
考
え
直
す
作
業
と
重
な
る
。
い
ず
れ
の
国
も
、
連
合
政
権
が
と
り
あ
え
ず
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ま
で
継
続
し
て
い
る
こ
と
、
ル
ー
マ
ニ
ア
で
は
四
七
年
末
ま
で
国
王
が
権
力
に
つ
い
て
い
た
こ
と
、
な
ど
に
も
注
意
を
喚
起
し
て
お
帯化しないという意図を持っていたとすれば、オーストリアの中立化は、中欧のオーストリアが強国ドイツと結ぶこ
と
を
避
け
、
東
側
の
影
響
圏
と
西
側
の
影
響
圏
の
間
に
緩
衝
地
帯
を
も
う
け
る
と
い
う
意
図
を
持
っ
て
い
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
あ
る
い
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
行
方
が
こ
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
近
い
側
面
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
の
は
、
｜
般
に
は
唐
突
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
ル
ン
デ
ス
タ
ッ
ド
、
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
な
ど
も
旧
来
の
「
東
欧
」
の
枠
組
み
を
は
ず
し
て
考
え
る
実
証
研
究
を
示
唆
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
冷
戦
の
開
始
後
ソ
連
圏
に
最
終
的
に
組
み
込
ま
れ
た
地
域
を
、
最
初
か
ら
同
一
に
塗
り
込
め
る
図
式
は
す
で
に
崩
れ
て
き
て
きたい。
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
2２ 
そ
の
第
一
は
、
ソ
迎
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
摂
政
ホ
ル
テ
ィ
と
の
休
戦
交
渉
で
あ
り
、
第
二
は
、
チ
ャ
ー
チ
ル
と
ス
タ
ー
リ
ン
と
の
戦
争
米
川
の
蝿
事
的
比
率
を
取
り
決
め
る
（
と
い
わ
れ
て
き
た
）
剛
ご
と
の
影
響
を
百
分
串
で
表
し
た
モ
ス
ク
ワ
会
談
で
あ
り
、
第
三
は
、
吐
く
産
党
の
モ
ス
ク
ワ
活
動
者
会
議
で
あ
っ
た
。
ソ
連
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
摂
政
ホ
ル
テ
ィ
と
の
交
渉
で
は
、
ホ
ル
テ
ィ
は
休
戦
に
向
け
て
、
敵
対
の
終
結
、
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
型
」
の
休戦、ドィッボの退去と、英米軍を含む共同占伽を期待し要請した。この交渉はソ連にとって受け入れがたかったが、
そ
の
後
ホ
ル
テ
ィ
が
国
内
で
準
伽
不
足
の
ま
ま
一
九
四
四
年
一
○
月
一
二
日
に
突
如
休
戦
を
宴
言
し
た
こ
と
か
ら
、
ド
イ
ツ
は
ハ
ン
ガ
リ
１
者を占拠し、ホルティは逮捕され、交渉継続の可能性はなくなっ（埋。
願同じ時期、英米も、ハンガリーに対しては特別の見方をしていた。イギリスは、ハンガリーは親英的だが、トリア
歴ノン条約による緬土の縮小の是正ゆえにドイツに組みすると考えていたし、一九四四年まで英米はハンガリーを迎合
戦襯国に中立的と考えて、ハンガリーに爆仰を投下しなかった。また四四年一○月の時点でイギリスはハンガリーと１－
と欧ゴ
ス
ー
フ
ヴ
ィ
ァ
に
お
い
て
は
、
ソ
ヴ
ェ
ト
軍
と
イ
ギ
リ
ス
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
地
中
海
最
高
参
謀
の
軍
は
勢
力
と
し
て
対
等
で
あ
る
と
考
え
て
東
いた。四四年八月の終わり、イギリスのバルカン空軍政策委員会は、「ハンガリーを爆撃するのは誤りかもしれない、
プ（》○
○
月
中
旬
に
、
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
に
北
ア
ド
リ
ァ
戦
線
の
開
設
を
進
め
た
こ
と
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
共
同
占
領
を
示
唆
し
て
い
た
こ
と、臨時政府は共産党が少なく穏健であったこと、ハンガリーでの施設撤去の激しさは、逆にソ連軍が長期占領をし
ないのではないかという見通しを持たせたこと、について指摘している（同様の記述は、多かれ少なかれ、フェイトー、
パーカー、チャーチルの回顧録にも児ら池墾）・
チャールズ。ガティもその著書で、一九四四年一○月の時点でモスクワでおこった一一一つの出来事についてふれてい
2３ 
ソ
迎
は
テ
ヘ
ラ
ン
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
主
導
権
を
確
保
し
、
さ
ら
に
ル
ー
マ
ー
ー
ァ
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
を
希
望
し
て
い
た
。
こ
れ
を
読
ん
で
い
た
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
地
中
海
へ
の
利
害
と
し
て
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ト
ル
コ
の
恢
有
権
を
主
帳
し
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
そ
の
他
の
束
中
欧
は
、
英
ソ
の
共
同
の
影
響
圏
と
仮
定
し
た
。
三
日
後
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ァ
と
の
バ
ー
タ
ー
か
ら
ソ
連
が
八
○
パ
ー
セ
ン
ト
と
修
正
さ
れ
た
も
の
の
、
少
な
く
と
も
当
初
チ
ャ
ー
チ
ル
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
英ソ
共
同
の
も
の
と
し
て
考
え
て
い
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る。
第
三
は
、
モ
ス
ク
ワ
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
産
党
の
活
動
者
会
議
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
四
四
年
九
月
末
か
ら
一
○
月
七
日
に
開
か
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
全
土
が
や
が
て
ソ
迎
班
の
手
に
よ
り
開
放
さ
れ
る
状
況
下
で
、
レ
ー
ヴ
ァ
イ
は
、
民
主
主
義
革
命
、
巾
で
も
ま
ず
民
族
革
命
が
遂
行
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
指
導
者
は
共
産
党
で
あ
る
と
述
べ
た
。
ゲ
レ
ー
は
当
面
の
課
題
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
で
は
な
く
、
人
氏
民
主
主
義
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
性
格
は
資
本
主
義
と
社
会
主
義
の
中
間
の
連
合
政
権
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
当
初
こ
う
し
た
中
間
的
形
態
が
一
○
～
二
○
年
は
続
く
と
考
え
て
い
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
新
政
権
に
は
、
大
戦
間
期
の
権
威
主
義
的
独
裁
を
遂
行
し
た
ホ
ル
テ
ィ
体
制
の
指
導
者
も
含
む
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
ゲ
レ
ー
は
、
東
中
欧
に
お
け
る
漸
進
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
主
張
し
、
彼
が
め
ざ
す
べ
き
行
動
綱
領
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
民
族
の
迎
合
政
権
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
党
の
名
称
も
共
産
党
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
文
部
か
ら
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
産
党
へ
と
変
更
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。
している。この時点では、
先
に
見
た
、
チ
ャ
ー
チ
ル
ー
と
チ
ャ
ー
チ
ル
、
ソ
連
の
モ
ー
ロ
ト
フ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
我
々
が
そ
こ
に
入
り
国
を
統
制
下
に
お
く
前
に
混
乱
を
引
き
起
こ
す
こ
と
は
イ
ギ
リ
ス
の
利
益
に
反
し
て
い
る
か
ら
」
と
指
摘
してＬ型。この時点では、ハンガリーは英国側から見て未だ影響圏の範囲内にあるとされたのである。
先
に
見
た
、
チ
ャ
ー
チ
ル
と
ス
タ
ー
リ
ン
の
「
影
響
圏
」
分
割
案
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
四
年
一
○
月
九
日
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ー
デ
ン
と
チ
ャ
ー
チ
ル
、
ソ
連
の
モ
ロ
ト
フ
と
ス
タ
ー
リ
ン
の
領
土
交
渉
が
行
わ
れ
、
そ
の
つ
め
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
外
相
で
あ
る
イ
ー
デ
ン
と
モ
2４ 
東欧と冷戦の起源両考
こ
う
し
た
事
実
は
、
ソ
迎
の
対
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
策
が
一
定
し
て
お
ら
ず
、
ソ
連
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
ソ
述
圏
に
組
み
込
む
つ
も
り
が
な
か
っ
たように思われるという、ロスチャイルドの研究とも一致土製。
な
ぜ
こ
う
い
っ
た
政
策
を
ソ
連
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
対
し
て
と
っ
た
の
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
一
九
四
四
年
の
時
点
で
、
共
同
占
領
の
可
能
性
、
英
ソ
か
ら
の
同
等
の
距
離
、
ソ
連
軍
の
早
期
撤
退
の
可
能
性
を
、
多
く
の
研
究
者
が
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
別
の
言
葉
で
言
え
ば
、
こ
の
時
点
で
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
ソ
連
圏
に
組
み
込
ま
れ
る
可
能
性
が
未
だ
透
明
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
そ
の
後
、
い
ず
れ
も
崩
れ
て
い
く
。
ど
こ
で
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
崩
れ
て
い
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
内
政
と
外
交
と
の
関
係
か
ら
検
討
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。
（４）百瀬宏「「ソ連・東欧圏」の形成と人民民主主義の変遷」「歴史学研究』四六五号、一九七九年二月。南塚信吾「東欧にお
ける人民民主主義概念の変遷ｌハンガリーを中心にｌ」（一）（二）「北〈産主義と国際政治』一九八一～一九八二年。
（
５
）
星
乃
治
彦
「
社
会
主
義
国
に
お
け
る
民
衆
の
歴
史
」
法
律
文
化
社
、
一
九
九
四
年
、
一
七
～
一
八
頁
。
～二九頁。
（３）ハンガ”
ぬ－ご【云い『。
（１）四口、ロの①［○コ，三四扇・ロ・昏恩回冒ｇ⑤目勾８．』貝３ョも口・』ｇ‐『」・○ゴロ『｜の⑰の自・国§、ミピ§Ｑｓ③の。ご§四・。□・巴・より作
図。羽場久温子「ハンガリーの占械と改革」「占緬改革の国際比較』三省堂、一九九四年。一一一一一一六～三一一一七頁。
（２）○の一「Ｐ：。の⑫一目・豊。」。§片目」ご目’用》亘曰Ｑ§こ□ａ②団口切庶§向ミｇ⑮６℃・Ｏ－Ｆｂｂ・△ｇＬｍＰ「独ソ不可侵条約秘密議定書」
のコピー、○国弓国閑自口○口（菖早ご『『向邑ケエゲヨコ勺。『ベ）【○回（ＦｏｐＱｏｐ・勺ロワ］一。幻の８ａ○閾、の》の①８コ。肴。『一口三日□○○口，
【ゴの。Ｂ「『・曰河口研一ロロシ『Ｏ嵐ぐの⑭．ｚ・ぐ・己のｍ・にて人手）。邦語では、斎藤治子「独ソ不可侵条約」新樹社、一九九五年、二八
ンガリー国立史料館史料、。Ｐ・〆只‐］Ｌ⑭，ＰｍＱｏロ○Ｎ。、恩へのロ・こぢ・の・口・ソ連の安全保障政策、穴の日のごＰ・・・【○ぐの恩‐
2５ 
Ⅳ
戦
後
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
国
内
状
況
と
内
政
の
転
機
ここでは、一九四五年以降のハンガリー国内の政治状況の概観とその転換を見る。
当
時
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
政
治
目
標
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
（
な
い
し
東
欧
）
の
将
来
を
ど
の
よ
う
な
方
向
に
求
め
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第二は、戦争後の講和、とくに額土・民族問題をどのように処理するかと言うことである。
第
三
は
、
ソ
述
お
よ
び
欧
米
に
対
す
る
態
度
、
な
い
し
ソ
述
・
欧
米
と
の
関
係
で
あ
る
。
三つは、杣皿に関係しつつ、時期によって、また達成のための手段と条件の変化によって、大きく異なってくる。
一の、ハンガリーの将来像については、（１）独裁制とファシズムの排除、（２）民主主義（議会制民主主義）の確
立、（３）戦時経済からの復興、（４）敗戦後の社会復興が全体の課題であり、とくに、旧体制の官僚や公務員を放逐
（７）広瀬化一『ポーランドをめぐる政治力学』頸草漕房、一九九三年。同『ヨーロッパ分断』中公新謝、一九九四年。百瀬宏
『ソヴェト迎邦と現代の世界」滑波恕店、一九七九年。
（８）］。⑫８可幻。旨い９旨・宛曾ミミ○ト）ざ§乳曾８．２・ロロ・召・フェィトー『スターリン時代の東欧』岩波現代溌諜、一九七九年、
八二頁。ロ厨ロワのＳｍ口『六ｍ『藪口乱房討勾）怠＠罫②。貝討‐向ロ②（向冒ｇＱ冒暮⑩い⑮８ミヨミ且ミロ「・三四○『己］一目・＄『ｍ・チャーチル
「第二次世界大戦」（一）～（四）、河出文庫、一几八三（一九九四）。
（９）○す⑪『｜の⑫○日一・拍昏其ｍｐｑｐ曽只＆②吻○鼠貝、｛。。、貝可⑪日・』の、の．□．いい．宛○ｓ⑰、三一口．。ご・ａ（・・己ｂ・△。Ｌ⑬．
（皿）、日六の『・８．３『・ロ・局］・
（Ⅲ）幻○畳⑫、豆］ｇｏ》・ａ（・ロ・の『．
（６）のぐのロシ］］、ａ烏踵いぃ日§。＆③」属国目の巨⑩弓飼・曾浬ｎ口②。②冒只ビミ②。ご§刃）』§計同冒ｇ⑩．□ゴーぐの『勿一ｑで仰『六回目伊Ｃｐ－
ｇｏロロ］①『○・
2６ 
一、ハンガリーの政党状況（素揃）
瀞各党派が樅力奪取をめざし戦うこと日体は、政党政治としては当然なことである。川越は、それが、合法的な議論
１
 
脚の枠内で戦われたのはどの段階まで、いつまでであったか、各政党のめざす政策はどのようなものであったか。どの
唾ように問題の違いが明らかになっていくのか、ということであろう。
繊第二次世界大戦後のハンガリーにおいて、小農業者党は、’九四五年二月の選挙で五七％を獲得し、安定的第一
と欧党
を
占
め
た
。
そ
の
後
一
九
四
七
年
ま
で
、
小
農
業
者
党
は
、
単
独
過
半
数
の
圧
倒
的
強
さ
を
誇
っ
た
。
東
他
力
、
共
産
党
は
、
ソ
連
軍
駐
翻
の
最
初
の
選
挙
で
一
七
％
、
四
七
年
八
月
の
時
点
で
も
二
二
・
三
％
し
か
な
く
、
他
国
に
比
べ
て
雁
ソ
迎
、
欧
米
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
戦
後
し
ば
ら
く
の
間
、
英
ソ
間
で
等
距
離
外
交
の
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
当
初
、
小
農
業
者
党
と
英
米
と
の
パ
イ
プ
は
太
く
、
ま
た
ソ
連
と
の
関
係
も
比
較
的
良
か
っ
た
。
英
米
は
、
程
度
や
戦
略
の
差
は
あ
れ
、
一
九
四
七
年
半
ば
頃
ま
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
民
主
主
義
陣
営
に
つ
な
ぎ
止
め
る
姿
勢
を
持
ち
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
て
新
し
い
民
主
主
義
政
府
を
い
か
に
作
る
か
、
疲
弊
し
た
経
済
を
い
か
に
立
て
直
す
か
、
戦
争
か
ら
帰
側
し
た
兵
士
た
ち
を
ど
の
よ
う
に職に就けるかは焦眉の課題であった。
第
二
の
、
戦
後
講
和
は
、
一
九
四
六
年
ま
で
最
大
の
焦
点
と
な
っ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
ホ
ル
テ
ィ
を
始
め
も
と
も
と
対
外
的
に
は
親
英
的
で
あ
っ
た
も
の
の
、
’
九
二
○
年
の
ト
リ
ァ
ノ
ン
条
約
に
よ
る
領
土
の
大
幅
な
縮
小
以
降
、
領
土
の
回
復
と
大
恐
慌
後
の
農
業
経
済
の
回
復
な
ど
を
望
む
観
点
か
ら
否
応
な
く
ド
イ
ツ
に
接
近
し
て
い
っ
た
経
緯
が
あ
っ
た
。
講
和
の
締
結
と
、
傲
士
問
題
の
確
定
に
際
し
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
そ
の
国
境
線
の
修
正
を
実
現
す
る
た
め
に
、
今
度
は
ソ
連
に
接
近
していく。
2７ 
侍できると一一二口わし処越。
こ
の
党
は
、
歴
史
的
に
組
織
労
働
者
と
労
働
組
合
に
影
轡
力
が
強
く
、
一
九
世
紀
末
か
ら
の
伝
統
を
誇
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
共
産
党
と
の
対
抗
関
係
の
過
樫
で
右
派
は
分
裂
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
、
一
九
四
五
年
八
月
よ
り
ア
ト
リ
ー
労
働
党
政
権
が
樹
立
し
た
と
き
、
そ
の
外務大臣を務めたベヴィンとは強いパイプを持ち、ハンガリーに社会民主党がいる限り、ハンガリーの民主主義は雑
まず、ハンガリーで最大の政党である小農業者党は、中央派、右派、左派からなり、旧体制のホルティ派や保守層
を
も
吸
収
し
て
、
広
範
で
安
定
し
た
基
盤
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
党
は
も
と
も
と
農
民
の
党
と
い
う
よ
り
富
農
か
ら
巾
小
農
の
党
で
あ
っ
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
活
動
の
中
で
広
範
な
農
民
層
を
も
引
き
つ
け
て
い
っ
た
。
小
農
業
者
党
は
、
一
九
四
五
年
二
月
か
ら
四
七
年
二
月
ま
で
は
安
定
し
た
多
数
派
を
形
成
し
、
四
七
年
五
月
の
ナ
ジ
首
相
の
失
脚
ま
で
は
、
強
力
な
影
響
力
を
持
ち
続
け
た
。
さ
ら
に
一
九
四
七
年
五
月
の
ナ
ジ
失
脚
後
も
、
’
九
四
八
年
九
月
ま
で
、
左
派
の
テ
ィ
ル
デ
ィ
が
大
統
価
の
座
に
残
り
続
け
た
。
小
農
業
者
党
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
も
親
密
で
あ
り
、
ま
た
パ
リ
講
和
会
議
ま
で
は
ソ
連
で
さ
え
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
安
定
的
支
配
勢
力
と
し
て
小
農
業
者
党
と
の
関
係
を
重
視
し
て
い
た
。
史的雅盤の弱さだけではなく、当時大衆にとって期待しうる勢力となりえなかった。これは、かって第一次世界大戦
後、一九一九年のハンガリーでの社会主茂革命（タナーチ共和剛）の経験が、まだ二六年前の負の出来率として残っ
て
お
り
、
そ
の
政
治
的
混
乱
こ
そ
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
価
士
の
三
分
の
二
、
人
口
の
半
分
を
削
り
取
る
講
和
を
締
結
さ
せ
た
の
だ
と
い
う
、
大
戦
間
川
の
体
制
側
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
、
深
く
大
衆
に
浸
透
し
て
い
た
こ
と
と
も
か
か
わ
っ
て
い
よ
う
。
そ
う
し
た
関
係
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
以
下
、
各
政
党
を
簡
単
に
概
観
し
て
お
こ
う
。
〈社会民主党〉
〈小農業者党〉
2８ 
東欧と冷戦の起源再考
態え義過
でこなと半一
あの〈な数ノ
るコなるをⅡ
とミつか取｜
さンたブリ｛
れフ｡ルえノ
、オジず）
一方ルョイＩＩＩＣ
（
１
）
氏
族
派
と
モ
ス
ク
ワ
派
の
対
立
・
併
存
他
方
共
産
党
は
、
一
九
三
○
年
代
に
、
モ
ス
ク
ワ
派
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
（
た
と
え
ば
ク
ン
・
ベ
ー
ラ
）
の
粛
清
が
あ
り
、
モ
ス
ク
ワ
の
信頼も充分勝ち得ていなかった。国内基盤は脆弱であり、一九四五年の選挙で共産党は、’七・四％、’九四七年八
月の不正選挙ですら一一二・三％の得票率しか得られなかった。
モ
ス
ク
ワ
は
当
初
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
は
異
な
り
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
脆
弱
な
共
産
党
よ
り
、
パ
リ
識
和
会
議
ま
で
は
む
し
ろ
、
国
内
に
圧
倒
的
彩
轡
力
を
持
つ
小
農
業
者
党
と
の
関
係
を
、
少
な
く
と
も
表
面
上
は
良
好
に
保
っ
て
い
た
。
し
か
し
秘
密
警
察
の
フ
ァ
シ
ス
ト
摘
発
の
活
動
は
や
が
て
小
農
業
者
党
に
も
及
ん
で
い
く
こ
と
と
な
る
。
共産党の国内の「民族派」と呼ばれるグループ（たとえばライクら）は、むしろ急進的に権力獲得を急ごうとした。
し
か
し
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
帰
国
し
た
「
モ
ス
ク
ワ
派
」
と
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
（
代
表
的
に
は
、
ラ
ー
コ
シ
、
ゲ
レ
ー
、
レ
ー
ヴ
ァ
イ
）
ら
は
、
漸
進
的
政
策
を
と
り
、
当
面
の
目
標
を
民
主
主
義
的
連
合
政
権
の
実
行
に
置
こ
う
と
し
て
い
た
。
（
２
）
民
族
派
の
成
長
血
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
と
の
関
係
の
強
化
一
九
四
七
年
八
月
の
選
挙
で
共
旅
党
は
反
対
派
を
排
除
し
懸
察
力
を
動
員
す
る
な
ど
、
か
な
り
の
不
正
選
挙
を
行
い
な
が
ら
、
与
党
が
過
半
数
を
取
り
え
ず
伸
び
悩
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
九
月
に
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
の
大
会
で
レ
ー
ヴ
ァ
イ
は
、
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
人
民
民
主
主
義となるかブルジョワ民主主義、米英帝国主義の拠点となるかの問題は最終的に解決されていない」と総括せざるを
〈共産党〉（多様性と脆弱さ）
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
の
大
会
で
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ァ
の
代
表
に
よ
り
、
連
合
政
権
で
な
く
一
党
独
裁
が
人
氏
民
主
主
義
の
真
の
形
る
と
さ
れ
、
刀
針
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
以
降
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
共
産
主
義
者
（
民
族
派
）
は
、
一
党
制
の
模
範
を
ソ
迎
で
は
2９ 
またハンガリーには、最後まで強力な保守勢力が根強く存在した。一九四七年八月の選挙の時点でも、たとえば小
農
業
者
党
が
崩
れ
た
あ
と
旧
支
配
勢
力
を
吸
収
再
編
し
た
民
主
国
民
党
（
パ
ラ
ン
コ
ビ
ッ
チ
に
率
い
ら
れ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
党
）
は
、
不
正選挙でようやく二二・’一一％をしめた共産党についで第二党となり、政権党に並ぶ底力を示した。
し
か
し
こ
の
党
は
あ
ま
り
に
も
右
翼
的
・
保
守
的
で
あ
っ
た
の
で
、
西
欧
の
民
主
主
義
政
体
に
と
っ
て
、
こ
れ
に
依
拠
す
る
こ
と
は
は
ば
か
ら
れ
、
社
会
民
主
党
の
伸
長
に
期
待
し
た
イ
ギ
リ
ス
を
落
胆
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
党
は
、
理
論
的
に
は
、
ビ
ポ
ー
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
に
代
表
さ
れ
る
知
識
人
層
に
指
導
さ
れ
、
貧
農
層
に
影
響
を
持
っ
た
。
し
か
し
そ
の
支
持
基
雛
は
、
一
部
は
社
会
民
主
党
と
競
合
し
て
、
今
一
つ
独
自
性
を
打
ち
出
せ
な
か
っ
た
。
ピ
ポ
ー
は
、
戦
後
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
民
主
主
義
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
と
反
動
と
の
間
で
危
機
に
立
た
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
独
自
の
民
主
主
義
を
主
張
（２） 
し
、
当
時
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
。
な
く
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ァ
に
求
め
、
こ
れ
に
接
近
し
た
。
（
３
）
モ
ス
ク
ワ
派
の
勝
利
、
民
族
派
の
粛
清
こうした政策の変容を経て、最終的に総選挙で「人民戦線」が圧勝しハンガリーの民族派が駆逐されるのは、よう
やく一九四九年五月から九月にかけてのことである。ハンガリーの共産党が権力を獲得していく経緯は、国際情勢に
即
し
て
み
て
も
き
わ
め
て
緩
慢
で
あ
っ
た
。
Ｋ
当
時
の
ハ
ン
》
〈その他の野党〉
〈民族農民党〉
二
、
内
政
の
転
機
と
し
て
の
諸
段
階
3０ 
東欧と冷戦の起源iW3・
るマオLヘを
空Z学'1肥ｉ
こ
の
強
い
ら
れ
た
亡
命
に
つ
い
て
は
、
ナ
ジ
は
な
ぜ
こ
の
時
点
で
排
除
さ
れ
た
の
か
、
コ
ヴ
ァ
ー
チ
逮
抽
以
降
既
に
排
除
さ
れ
る
か
す
るかの力関係が存在したのか、主導はソ連かハンガリー内部か、など多くの検討すべき課題が存在する。
ここではむしろ、戦後の共産党の活動の中でも弱体化できない小農業者党の圧倒的彫響力という状況の中で、ナジ、
（
２
）
小
胆
業
者
党
の
党
廿
・
甘
杣
ナ
ジ
・
フ
ェ
レ
ン
ッ
の
亡
命
つ
九
四
七
年
近
月
）
小
農
業
者
党
党
首
ナ
ジ
・
フ
ェ
レ
ン
ッ
は
一
九
四
七
年
三
月
ま
で
は
、
共
産
党
を
排
除
し
て
民
主
主
義
勢
力
に
よ
り
権
力
を
奪
還
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
一
九
四
七
年
三
川
、
ナ
ジ
は
、
識
Ⅶ
条
約
の
締
結
後
に
ソ
述
咽
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
撤
退
す
れ
ば
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
ポーランドやルーマニアなどが陥った状況から救い出される、とアメリカの代表ショーエンフエルドに語ってし麺。
一
九
四
七
年
五
月
、
ナ
ジ
は
ス
イ
ス
に
休
暇
に
（
汀
き
、
帰
国
直
前
に
、
コ
ヴ
ァ
ー
チ
の
ｎ
日
か
ら
ナ
ゾ
が
共
謀
者
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
を
聞
き
、
当
初
は
帰
国
し
よ
う
と
す
る
が
、
そ
の
疑
惑
の
大
き
さ
と
、
国
内
の
小
農
業
者
党
幹
部
の
指
示
も
あ
り
、
亡
命
を
余
儀
な
く
さ
セ
ト
ン
Ⅱ
ワ
ト
ソ
ン
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
真
の
連
へ
、
」
を
捕
る
が
す
変
化
は
、
一
九
四
七
年
二
月
よ
り
始
ま
っ
た
。
（
１
）
小
農
業
者
党
諜
記
艮
コ
ヴ
ァ
ー
チ
の
逮
捕
二
九
四
七
年
二
月
）
’
九
四
七
年
二
月
に
い
わ
ゆ
る
「
ス
パ
イ
事
件
」
が
勃
発
す
る
。
小
農
業
者
党
の
書
記
長
で
小
農
業
者
党
右
派
・
中
央
派
の
ま
と
め
役
でもある、コヴァーチ・ベーラ（【・くい８隅一口）が、政府に対する「クーデタ未遂」発覚のため、ソ述軍によって逮
捕
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
小
農
業
者
党
内
部
に
動
揺
が
走
っ
た
。
共
産
党
は
「
小
農
業
者
党
の
民
主
主
義
的
再
編
を
要
求
」
し
、
コ
ヴ
ァ
ー
（３） 
チ
が
か
か
わ
っ
て
い
た
右
派
は
す
べ
て
議
員
か
．
ｂ
排
除
さ
れ
、
党
は
分
裂
・
再
編
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
小
股
業
者
党
の
党
首
ナ
ジ
・
フ
ェ
レ
ン
ッ
は
械
極
的
な
防
衛
策
に
で
た
が
、
小
股
業
者
党
へ
の
疑
惑
は
、
此
確
党
の
大
衆
扇
動
も
合
わ
せ
て
、
拡
大
し
て
い
っ
た
。
（
２
）
小
胆
業
者
党
の
坐
3１ 
コヴァーチを排除しなければこれ以上影響力を拡大できない共産党の焦りが急進化を促したことを指摘しておきたい。
ナ
ジ
・
フ
ェ
レ
ン
ッ
在
職
中
、
欧
米
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
民
主
主
義
を
維
持
す
る
砦
と
し
て
、
小
農
業
者
党
を
と
ら
え
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
小
農
業
者
党
は
分
裂
し
、
国
外
で
信
頼
し
う
る
勢
力
と
は
な
り
得
な
く
な
り
、
そ
の
後
は
、
社
会
民
主
党
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
ア
ト
リ
ー
労
働
党
内
閣
の
ベ
ヴ
ィ
ン
外
柵
を
通
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
関
係
を
保
ち
、
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
社
会
民
主
党
が
い
る
か
ぎ
り
、
ソ述との関係接近を妨げ、民主主義システムを維持させる」といわしめることと煙麺。
（３）総選挙での共産党の敗北（転換の失敗）．．（一九四七年八月）
既
に
外
交
而
で
は
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
へ
の
参
画
に
失
敗
し
て
西
側
と
の
絆
が
弱
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、
国
内
の
左
翼
政
権
の
基
雛
は
い
ま
だ
脆
弱
で
あ
っ
た
。
一
九
四
七
年
八
月
の
選
挙
で
は
（
二
割
が
閉
め
出
さ
れ
た
大
幅
な
不
正
選
挙
と
し
て
、
英
米
が
抗
議
し
た
も
の
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
、
分
裂
し
た
小
農
業
者
党
を
除
く
と
、
政
府
与
党
の
左
派
連
合
は
い
ま
だ
過
半
数
を
と
れ
な
か
っ
た
。
共
産
党
の
勁
帰
は
激
し
く
な
り
、
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
会
議
で
の
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
米
英
帝
国
主
義
の
拠
点
と
な
る
か
」
、
と
い
う
発
言
にっな煙巫。また、ソ連取がいない限りハンガリーでは共産党は駆逐されるという脅威は、既に一九四六年の時点で
（４）ユーゴスラヴィァヘの接近（一九四七年九月から一九四七年末まで）
一
九
四
七
年
九
月
の
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
の
会
議
で
議
会
制
民
主
主
義
、
多
党
の
迎
合
政
権
が
否
定
さ
れ
、
一
党
制
こ
そ
人
氏
民
主
主
義
の
内
実
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
以
降
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
共
産
党
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ァ
と
の
関
係
強
化
に
向
か
う
。
こ
の
と
き
「
民
族
派
」
と
呼
ば
れ
た
ラ
イ
ク
・
ラ
ー
ス
ロ
ー
ら
が
中
心
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
一
九
四
七
年
一
二
月
に
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
「
ド
ナ
ウ
連
邦
構
想
」
を
打
ち
出
し
、
１
１
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ァ
と
の
友
好
条
約
を
締
結
し
た
。
こ
の
方
向
で
中
欧
が
再
編
さ
れ
る
可
能
性
は
、
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ソ
連
は
ま
だ
こ
の
中
欧
地
域
を
ど
う
再
編
す
る
か
の
明
につな煙巫。また、ソ連》
ラーコシの考えにあっ趨・
3２ 
東欧と冷戦の起源再考
こ
う
し
て
、
国
内
に
於
銚
を
持
た
な
い
共
産
党
「
モ
ス
ク
ワ
派
」
は
、
小
股
業
者
党
か
ら
社
会
民
主
党
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ァ
と
の
関
係
を
保
つ
民
族
派
ま
で
、
国
内
の
「
自
立
的
要
素
」
を
自
ら
断
ち
切
る
こ
と
を
最
大
の
課
題
と
し
、
そ
の
結
果
、
権
力
維
持
の
た
め
に
、
ソ
連
の
後
ろ
盾
を
要
求
し
て
い
く
、
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
ソ
連
の
介
入
な
い
し
ソ
連
軍
の
残
留
は
、
国
内
に
基
樅
を
持
た
な
い
脆
弱
な
共
産
党
の
モ
ス
ク
ワ
派
が
要
請
し
て
い
っ
た
と
い
う
部
分
も
か
な
り
あ
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
（６）教会の抵抗の終息（一九四八年一二月）
左翼政権は、’九四八年一○月、レフォルム派・ユーーテリァン派との妥協を、一二月にはルター派との妥協を行っ
た。しかしカトリックはこうした妥協に応じなかった。四八年一二月、ハンガリーのカトリックの枢機卿ミンッェン
白
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も
ち
え
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
１
１
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
と
中
東
南
欧
の
各
国
と
の
独
自
の
関
係
が
活
発
化
す
る
中
で
、
ソ
連
は
、
「
自
立
的
」
な
中
欧
の
再
編
を
き
ら
い
、
牽
制
し
た
。
そ
れ
が
緩
衝
地
帯
と
な
る
の
で
な
く
、
西
側
の影響下におかれる領域となることを恐れたのである。
同
様
に
、
国
内
で
は
、
モ
ス
ク
ワ
派
共
産
主
義
者
の
ラ
ー
コ
シ
ら
が
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ァ
と
結
ん
だ
「
民
族
派
」
共
産
主
義
者
の
巻
き
返
し
に
よ
っ
て
、
孤
立
し
て
い
く
こ
と
を
恐
れ
た
。
（
５
）
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ァ
の
除
名
と
社
共
合
同
（
’
九
四
八
年
六
月
）
一
九
四
八
年
六
月
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ァ
の
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
除
名
が
突
然
発
表
さ
れ
た
。
各
国
共
産
党
の
動
揺
は
大
き
か
っ
た
。
こ
れによりユーゴスラヴイアと結んだ独自の中欧再編計画は断念さ札越。各国ではⅢ次いで社会民主党と共産党が合同
し
て
い
っ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
合
同
は
、
労
働
組
合
な
ど
自
立
的
傾
向
の
あ
っ
た
社
会
民
主
党
右
派
の
切
り
捨
て
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
党
内
閣
ベ
ヴ
ィ
ン
ら
と
の
関
係
を
断
ち
切
る
こ
と
が
最
大
の
課
題
と
さ
れ
た
が
、
他
方
、
弱
体
な
共
産
党
を
社
会
民
主
党
に
よ
っ
て
楠
うという側而もあった。
3３ 
ティは逮捕され、修道院は解体された。他方でカルヴァン派は、妥協の結果、五二年まで閣僚を出し続けた。
（
７
）
モ
ス
ク
ワ
派
の
権
力
掌
握
と
日
立
性
の
喪
失
二
九
四
九
年
五
月
）
一九四八年七月、ティルディ小農業者党左派の大統領が失脚し、小農業者党左派のドビ内閣が樹立した。こうして
一
九
四
九
年
五
几
に
は
、
共
産
党
の
人
民
戦
線
政
府
は
よ
う
や
く
総
選
挙
で
「
念
願
の
」
圧
勝
を
勝
ち
取
っ
た
。
その後、かって内相として秘密轡察を動かし、ついで外相として外交に大きな力を持っていたライクが逮揃された。
彼
は
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ァ
、
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
、
お
よ
び
ス
ペ
イ
ン
の
人
民
戦
線
内
閣
擁
護
の
た
め
の
戦
争
に
参
加
し
て
い
た
と
い
う理山で、西側のスパイとされ死刑宣告され、処刑さ拠越。
こうして、小腱業者党の排除、社会民主党の排除、氏族派の排除、といういわゆる段階的「サラミ戦術」により、
最
終
的
に
モ
ス
ク
ワ
派
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
「
自
立
派
」
を
排
除
し
、
西
側
と
の
関
係
を
断
ち
切
っ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
西
と
の
関
係
は
、
モ
ス
ク
ワ
派
に
と
っ
て
大
き
な
脅
威
で
あ
り
、
こ
れ
が
ソ
連
軍
残
別
を
招
く
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
モ
ス
ク
ワ
派
に
と
つ
Ｊ
ｏ
 
・刀（３）小農業者党のスパイ事件に関しては、内務省の史料の抜粋として、§ヨ尽己§いや§』田吻価ｐＨ§§い§Ｎ局厨ロ日・のＮの『丙・
○の】８のご力○コ口苣⑫（くいロ・ｍＰ８Ｄのの【・』の①、。（Ｓ①、年に刊行）およびく】８房〔くい。．』」鐸阻貝』§酋侭月。§ロゴや。（量頁貢』①倉，
円ｂ心「・ロロロロロの②〆・の『Ｑ⑭。①０ｍ①『○一Ｐ
（４）崩す翼趣西薯殉⑮行忌○ヨ。「忌○ロゴ湾日切Ｂ厭い（殉詞口吻）・』の』『『○一・『ぐ・ロロ・的のＣ０ｍ巴．
（５）この経緯については、ナジ・フェレンッ自身が回想録で詳細に語っている。Ｚ也堕句の３コ○・ｍｇ量口葛ミマミロミロ冒・ｚの三
（１）三■×・・百・口（・ｐＥ『．
（２）Ｃ③司○９頁瀞置②ミロ巳。翼ご恩持》『巳。、回国、口＆・塚ざい斡肩討晨辱菖目ご貝。。』・ロロロ四℃の⑫［・』①の』・劃三口ぬく口『Ｑの。〕○六『回０－口くい一協い②葛．
い『○一口。
3４ 
東欧と冷戦の起源11｢考
ハンガリーにとって、パリ講和会議とその条約は、終戦の条約以上の意味を持った。
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
識
和
交
渉
の
過
懸
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
短
期
の
社
会
主
義
政
権
が
樹
立
し
た
こ
と
か
ら
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
ロ
シ
ア
と
中
欧
で
の
革
命
拡
大
に
対
す
る
牽
制
の
意
味
も
あ
り
、
価
士
を
大
幅
に
縮
小
さ
れ
た
。
一
九
二
○
年
に
締
結
さ
れ
た
こ
の
ト
リ
ァ
ノ
ン
条
約
の
緬
土
を
修
正
す
る
こ
と
が
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
と
っ
て
戦
後
股
大
の
外
交
的
課
題
で
あ
り
、
枢
軸
国
へ
の
川
棚
要
因
で
あ
り
、
ま
た第二次世界大戦の戦争目的でもあった。
（、）ライクの公開裁判記録。詞旦寄トロ周へ。冴尽“且匹息ｇざ８ｍ③辱』・の一六日．］①」①．
（７）『コミンフォルム晒婆文献災』日刊労働通信社、一九瓦四年、一四四頁。句○コ目目・ロのＱｐｐ四四８日○句の一戸国口の】］】・葛。
Ｑご息（◎ゴョ叱量冒蔦陽旦暮⑤冨園Ｃ§す§８』の合百℃島肩や心ｂ・旨百コｐ』ｇ←・ロロ・巴←’９ｍ・ｎｏ、のＥ國富輔エロミ三目Ｑ当量．
』むく剴局の公鈍』①心少回○対】至言①重『Ｅ重害鳥】『の、重四角辻ゴマざ。【、Ｐ】Ｃの⑪。。『ロ・〕心⑰‐』心の．
（８）ハンガリー政治史研究所、党史関係史料、国『・少・・日公．』Ｐ念，§厄。『骨ミ蔦○い（極秘史料）、および当時の小農業者党外
務
委
員
チ
チ
ェ
リ
Ⅱ
ロ
ー
ナ
イ
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
発
言
。
（９）○昌口『日日】の］α日］．．．Ｃロゴ仁亘ロロ司巴の『口（一○．勺一日。⑪ロゴ口頭ロゴい、ｑ・】①心切，己公、・・・ロロョ種・日斡昴急②』○乱８』吻冒巨骨ｍ・』①⑭『・ぐ○一・］．
Ｖ
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
戦
後
外
交
政
策
の
転
機
（
一
九
四
七
か
ら
四
八
年
）
（
１
）
パ
リ
講
和
会
議
（
一
九
四
六
年
交
渉
、
四
七
年
二
月
一
○
日
条
約
締
結
、
六
月
批
准
、
九
月
発
効
）
（
６
）
ハ
ン
ガ
リ
］ロロの』①←『。
〈民族・伽土間趣〉
Ｚ○・画．□つい←トム．
『。『〆』①△⑪・ロロ・一屋ム、⑪．
ンガリー政治史研究所、党史関係史料、ｇ⑭．こ』届．』Ｃｓ・の。Ｓ・“イギリス外交史料館史料、司○②コヘヨゴＣ・〕『・ろ
3５ 
と
と
な
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
敗
戦
国
で
は
あ
っ
た
が
、
戦
勝
国
の
掲
げ
る
民
族
自
決
、
正
当
な
国
境
、
当
該
地
域
で
の
国
民
投
票
な
ど
の
理
念
に
期
待
し
、
ま
た
そ
の
理
念
を
実
現
さ
せ
る
べ
く
、
小
農
業
者
党
を
中
心
と
す
る
迎
合
政
権
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
超
えてソ迎に譲歩し接近したのである。
パ
リ
講
和
会
議
以
前
の
一
九
四
五
年
の
段
階
で
問
題
と
な
り
、
住
民
の
意
に
反
し
て
終
結
が
見
ら
れ
た
の
は
、
カ
ル
パ
チ
ァ
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
住
民
の
描
世
で
あ
っ
た
。
既
に
カ
ル
パ
チ
ァ
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
つ
い
て
は
、
ソ
迎
と
チ
ェ
コ
の
間
で
戦
後
ソ
連
鮒
と
し
て
併
合
さ
れ
る
べ
く
合
意
が
成
立
し
て
い
た
。
し
か
し
ハ
ン
ガ
リ
ー
世
論
は
こ
う
し
た
状
況
を
ソ
連
の
「
帝
国
主
義
的
な
拡
大
政
策
の
（１） 
結
果
」
と
み
な
し
て
反
発
し
、
カ
ル
パ
チ
ァ
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
住
む
ハ
ン
ガ
リ
ー
少
数
民
族
か
霜
ｂ
は
、
一
九
四
五
年
末
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府の態処を期待すべく、ハンガリー人でありたいとの諦願響が研いてＬ柊。（史料１）
し
か
し
現
実
に
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
こ
れ
ら
に
た
い
し
て
何
も
な
し
え
な
か
っ
た
。
カ
ル
パ
チ
ァ
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
つ
い
て
は
既
に
決
疋
済
み
の
事
項
で
あ
る
と
し
て
処
理
さ
れ
た
。
講
和
会
議
で
は
、
雄
水
的
に
、
一
九
四
○
年
八
〃
三
○
川
の
第
二
次
ウ
ィ
ー
ン
裁
定
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
側
が
独
得
し
た
北
ト
ラ
ソ
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ァ
を
は
じ
め
と
す
る
航
士
保
持
は
合
理
性
を
持
た
な
い
と
さ
れ
、
一
九
三
八
年
二
月
以
降
に
修
正
さ
れ
た
価
土
は
す
べ
て
抓
効
と
し
て、川下さ処越。その結果、ハンガリー人は国境外のトランシルヴァーーアに一七○万、スロヴァキアに七○万、カル
パ
チ
ァ
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
一
一
○
刀
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ィ
ァ
の
ヴ
ォ
イ
ヴ
ォ
デ
ィ
ナ
に
四
○
万
人
が
そ
の
ま
ま
国
外
に
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
い
て
、
西
欧
列
強
、
さ
ら
に
ソ
連
を
含
む
連
合
国
の
講
和
に
対
し
て
多
く
の
不
満
と
懐
疑
を
呼
ぶ
こ
〈連合国（ソ述軍）の撤退条項〉
パ
リ
講
和
会
議
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
問
題
で
今
一
つ
重
要
な
問
題
は
、
迎
合
囚
耶
（
ソ
述
車
）
の
撒
退
の
問
題
で
あ
っ
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
3６ 
東欧と冷戦の起源iii労
史料，、カルパチア．ウクライナ（ペレグwL）のハンガリー人がハンガリーへの冊夙を更F9
-j･る好妬Ｉ我痴は昔からハンガリー人であったし．ハンガリー人でいたい．…．
この２４の村には、今Hまで生粋のハンガリー人以外いかなる少数民映も住んでいないｊ
（１９４５．１２．１０．） 
(ハンガリー国立史料Dil史料OLXlX-J-l-a、70-IV-l81p67-68old.）
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3７ 
史料２．ラーコシからヴアルガヘの手法（１９４６．２．２．）
「赤軍の存在がなければ、ハンガリーではとっくに内戦になっていたであろう．」
（ハンガリー政治史研究所（旧党史研究所）。党史６０係史料．PtlDA.,274.10.46．
外務饗肌会、国外との各簡、ヴァルガとラーコシの書簡．極秘資料）
ＳＺｪOORUA1lBIZAnUA8 
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が危うくなることを危倶した。
そ
う
し
た
巾
で
一
九
四
七
年
二
月
一
○
日
に
締
結
さ
れ
た
条
約
で
は
ソ
迎
耶
の
撤
退
の
条
件
が
付
け
ら
れ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
家
条
約
締
結
の
遅
れ
か
ら
「
ソ
ヴ
ェ
ト
雌
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ソ
ヴ
ェ
ト
占
倣
地
域
と
の
輸
送
経
路
を
硴
保
す
る
に
必
要
な
だ
け
の
軍
事
力
を
ハ
ン
ガ
リ
ー
伽
士
に
残
矧
さ
せ
る
権利が残される」こととなったので延麺。（史料３）この問題に
ついては後に詳しく論じる。
パ
リ
講
和
会
議
に
お
け
る
以
上
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
条
約
締
結
後
、
ソ
連
と
小
農
業
者
党
と
の
緊
張
関
係
は
急
速
に
悪
化
し
、
小
農
業
者
党
書
記
長
コ
ヴ
ァ
ー
チ
が
四
七
年
二
月
二
五
日
に
反
ソ
の
ス
パ
イ
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
（２）トルーマン・ドクトリンとその後（一几四七年三月）
一般には、一九四七年三月のトルーマン・ドクトリンにより、
ア
メ
リ
カ
は
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ
へ
の
介
入
を
決
意
し
、
他
力
、
束
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
ソ
述
圏
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
、
と
い
う
解
釈
が
あ
る
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
は
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ
へ
の
介
入
は
、
東
欧
の
排
除
の
過
程
で
は
な
く
、
む
し
ろ
欧
州
へ
の
ア
メ
リ
カ
の
介
入
と
意
識された。ハンガリーでも、待たれていたアメリカの介入を喜ぶ
3８ 
東欧と冷戦の起源再考
史料３．ソ連軍の撤退への付帯条件（パリ閑和条約）（１９４７．２．１０．）
（イギリス外交史料的史料、ＦＯ３７１/66529222070PariSPeaceTreaty，ｐ,９－１０）
（Sorsdontesek；Kiegyezesl8670Trianonl920‘P0rizsl947．（遮命を決した条約：
妥協、トリアノン、パリ講和）。BuduepstO1990）
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雰囲気があった。
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
後
の
一
九
四
七
年
四月二一日、アメリカのＳＷＮＣＣ（、》研・
陸噸・梅蛎調整委員会）の特別委員会では、
「きたる二、三ヶ月の間に援助が必要であ
り期待される国のうち、現在アメリカの利
害にとって、その必要が緊急であると思わ
れる国」として、ｌ、ギリシャ、２、トル
コ
、
３
、
イ
ラ
ン
・
イ
タ
リ
ア
、
４
、
韓
国
、
５
、
フ
ラ
ン
ス
、
６
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
７
、
ハ
ン
ガ
リーが上げられている。また、アメリカの
援助あるいは支持の拡大の要請は「緊急で
は
な
い
が
、
後
に
実
質
的
な
要
求
が
起
こ
っ
て
く
るかもしれない国」として、その６，７，
番
目
に
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
が上げられてＬ麺。（史料４）
ま
た
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
イ
ギ
リ
ス
公
使
へ
ル
ム
も
、
ト
ル
ー
マ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
に
関
連
し
て
、
3９ 
史料４．アメリカのIF】勝・隈取・海軍田整委貝会の特別ＯＩＩ告．（１９４７．２．２１．）
「アメリカがその利益に照らして、援助が緊急に必要であるとみなされる口々：
７番Ⅱにハンガリー」
（PoreignRelatlonsoftheUnitedStateso19470vo１．１１１，ｐ､206.） 
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ア
メ
リ
カ
の
ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ
へ
の
介入は、アメリカが「西と来」で
ロ
シ
ア
を
封
じ
込
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
と
期
待
を
持
っ
て
受
け
止
め
、
ロ
シ
ア
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
の
干
渉
が
「
Ⅲ
恢
杣
国
を
統
制
す
る
共
同
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
二
つ
の
迎
合
国
の
頭
越
し
に
、
国
連への協議なしに行われている」
ことを非難してＬ型。
と
こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ
の
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
砿
祝
し
た
そ
の
一
週
間
あ
と
（
四
月
二
九
日
）
に
、
ア
メ
リ
カの統合参謀本部（ＪＳＳＣ）は、
「
ア
メ
リ
カ
は
援
助
の
必
要
な
図
す
べ
て
に
授
肋
を
与
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
、
合
衆
国
の
安
全
保
障
と
緊
急
の
必
要
性
と
の
結
び
つ
き
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
4０ 
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
排
除
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
五
六
年
の
ス
エ
ズ
危
機
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
勁
乱
が
砿
な
っ
た
際
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
繰
り
返
し
国
迎
や
西
側
勢
力
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
五六年事件への関与と支持を呼びかけたにもかかわらず、西側は、スエズにソ連が関与しないと言う条件でハンガリー
を放棄した状況と類似している。アメリカは、当初ハンガリーを援助の視野に入れながら、自国の利害と「安全保障」
の利将伽域からハンガリーを排除したのである。こうして、「蝿事的」には、ハンガリーは一九四七年四月の末以降、
ア
メ
リ
カ
の
関
心
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
「
経
済
的
・
社
会
的
」
関
係
は
、
そ
の
後
も
継
続
す
る
。
七
月
一
○
日
付
け
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
イ
ギ
リ
ス
公
使
へ
ル
ム
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
一
九
Ⅲ
七
年
二
月
の
コ
ヴ
ァ
ー
チ
の
逮
抽
時
に
も
五
○
万
ポ
ン
ド
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
そ
の
後
の
五
月
危
機
（
ナ
ジ
の
亡
命
）
以
降
も
、
二
○
万
ポ
ン
ド
を
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
提
供
していた。またアメリカも、四七年の五月危機の後も、三○○○万ドルのクレジットを継続してＬ埋・
（
３
）
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
：
一
九
四
七
年
六
月
か
ら
七
月
一
九
四
七
年
六
月
の
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
計
画
と
七
月
一
二
Ｈ
の
会
合
へ
の
東
欧
の
不
参
加
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
ソ
迎
が
参
加
巷を拒否し、それにともなって東欧も参加を期待していたが不参加を余儀なくされた、と理解されている。
ｉ
 
瀬しかし一九九二から九一一一年に出されたソ述側の史料では、岐後のぎりぎりまでソ述は参加の道を探っていたこと、
巫国内でも議論があったこと、加えて東欧には、参加することによって問題点を指摘し受入を拒否するよう要請する指
繊示も出されていたこと、が明らかにさ池辿・
と欧
來
欧
に
つ
い
て
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
国
内
に
対
立
は
あ
っ
た
が
岐
終
的
に
抓
否
し
た
こ
と
、
チ
ェ
コ
・
ポ
ー
ー
フ
ン
ド
で
は
岐
後
ま
で
束
参
加
を
望
む
識
が
圧
倒
的
多
数
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
経
紳
は
よ
う
や
く
岐
近
に
な
っ
て
明
ら
か
に
Ⅱ 
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
に
か
ん
す
る
史
料
が
、
国
立
史
料
館
に
も
旧
党
史
研
究
所
で
あ
る
政
治
史
研
究
所
の史料館にもほとんどなく、第二次世界大戦後の政治史研究者もその存在をあまり知らない。当時の新聞冨口、温『
ｚの日閏の戸ｚｇ⑪８ぐ印やのＢワ且ｚｇでおおよその概要を知ることができる。また筆者の滞在巾、戦後史研究者の
ヴイダ・イシュトヴァーンがモノグラフを発表」煙・
それらによれば、ハンガリーでは、一九四七年七月四日の段階でハンガリーの外務省に、七月一一一日のマーシャル・
プラン受け入れ会議への参加の要請があった。ハンガリーは態度を留保していたが、七月五日、ハンガリー駐ソ連大
使のプーシキンが、三大国のうち米英がソ述を閉め出したと主張したため、凶内が二つに判れることとなった。小農
業者党やその他の野党は受け入れを主張したが、社会民主党および民族農民党は鍔路していた。共産党は、七月五日、
ロシアが受け入れないことが明らかになった時点で、ハンガリーは参加しないことを主張することとなった。ソ連共
産党中央委員会が、七月七日に、ハンガリーに参加を禁じる要諦をしてから、ハンガリーは七〃九日に政党間会議を
開き、一○日に正式に参加を取りや処越・
〈チェコスロヴァキアとマーシャル・プラン〉
そ
れ
に
対
し
て
チ
ェ
コ
に
つ
い
て
は
、
よ
り
詳
細
な
史
料
が
存
在
す
る
。
チ
ェ
コ
で
は
外
務
省
史
料
伽
の
モ
ス
ク
ワ
と
チ
ェ
コ
政
府
と
の電報の往復書簡を公開し、またそのうちの主な部分は「チェコスロヴァキアとマーシャル・プラン」という史料集
として刊行されて極“、編者の一人であるカレル・カプランによりいくつかの研究のモノグラフも出されている。
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
の電報の往復書簡を公開し、
として刊行されて極“、編七
①
委
員
会
へ
の
参
加
要
請
「
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
と
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
」
に
よ
れ
ば
、
チ
ェ
コ
は
か
な
り
重
要
な
役
割
を
西
欧
か
ら
期
待
さ
れ
て
お
り
、
4２ 
東欧と冷戦の起源再考
を定たＩ
形七を。)
成）１行にう
し八つも’
よｌ］土か
具Ｄ‐｡▲一、
七
月
八
日
に
モ
ス
ク
ワ
の
全
共
産
主
義
者
同
肌
（
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
）
か
ら
の
電
報
は
、
パ
リ
会
議
が
ド
イ
ツ
を
含
む
西
欧
プ
ロ
を形成しようとしているため、ソ連は七月五日の電報を取り下げ、パリ会議への参加を拒否するよう要請した。
②
ソ
連
の
態
度
変
更
七
月
五
日
、
ソ
連
か
ら
の
屯
報
で
、
ソ
迎
は
パ
リ
会
議
に
参
加
し
な
い
こ
と
、
し
か
し
ソ
述
と
の
友
好
国
は
会
合
に
参
加
せ
よ
、
そ
こ
で
は
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
計
画
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
表
明
し
て
、
他
の
代
表
と
と
も
に
退
席
せ
よ
と
の
指
示
が
川
さ
れ
た
。
七
月
六
日
、
ソ
ヴ
ェ
ト
の
代
理
大
使
ポ
ド
ロ
フ
は
、
な
ぜ
ソ
連
が
パ
リ
会
議
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
か
を
説
明
す
る
覚
え
書
き
を
手
渡
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
七
月
七
日
、
チ
ェ
コ
政
府
の
幹
部
会
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
会
議
へ
の
参
加
要
請
を
受
け
入
れ
る
決
七
月
Ⅲ
Ｈ
の
プ
ラ
ハ
で
の
国
会
の
外
交
委
員
会
の
会
合
で
は
、
ス
ラ
ー
ン
ス
キ
ー
議
員
が
「
政
府
は
、
外
交
政
莱
の
点
で
は
ソ
連
と
の
関
係
を
保
ち
、
同
時
に
経
済
的
に
は
西
と
の
関
係
を
断
ち
切
れ
な
い
と
い
う
困
難
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
」
と
語
り
、
チ
ェ
コ
の
位
置
の難しさを訴えている。
七
月
三
日
の
段
階
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
ソ
連
も
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
に
参
加
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
が
、
ソ
連
の
不
信
が
全
体
の
進
行
を
遅
ら
せ
て
い
る
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
の
中
央
委
員
会
に
参
加
し
て
ほ
し
い
意
向
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
七
月
三
日
に
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
外
務
省
は
、
プ
ラ
ハ
の
イ
ギ
リ
ス
大
使
蛇
か
ら
述
絡
を
受
け
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
農
業
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
鉄
鋼
、
輸
送
、
な
ど
の
小
委
員
会
を
持
つ
「
共
同
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
そ
こ
に
チ
ェ
コ
政
府
も
参
加
し
て
ほ
し
い
旨
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
七
月
Ⅲ
Ｈ
の
プ
ラ
ハ
で
の
国
へ
③
会
議
欠
席
へ
ツ
ク
4３ 
以
上
の
よ
う
に
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
に
積
極
的
態
度
を
一
貫
し
て
と
っ
て
い
た
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
も
含
め
、
東
欧
各
国
は
す
べ
て
参
加
を
取
り
や
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
在
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
イ
ギ
リ
ス
公
使
へ
ル
ム
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
後
の
七
月
一
七
日
に
も
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
と
議
会
代
表
ヴ
ァ
ン
デ
ン
ベ
ル
ク
が
そ
の
話
し
合
い
の
中
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
落
と
し
た
く
な
い
こ
と
、
ど
の
よ
う
な
手
段
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
ソ
連
の
完
全
な
経
済
統
制
下
に
入
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
か
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
と
語
っ
て
い
る
こ
と
●も入っていたのである。
七
Ⅱ
一
○
日
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
首
州
ゴ
ッ
ト
ヴ
ァ
ル
ト
か
ら
副
首
相
シ
ロ
キ
ー
に
宛
て
て
の
手
紙
で
は
、
モ
ス
ク
ワ
で
の
ス
タ
ー
リ
ン
と
マ
サ
リ
ク
ら
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
代
表
と
の
話
し
合
い
の
結
果
、
政
府
が
会
議
へ
の
参
加
を
拒
否
す
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
と
語
っ
た
。
同
日
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
政
府
の
会
議
で
、
ベ
ネ
シ
ュ
は
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
参
加
は
見
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
ソ
述
お
よ
び
そ
の
他
の
同
盟
国
と
の
非
友
好
関
係
を
引
き
起
こ
す
か
ら
だ
、
と
語
っ
た
。
こ
う
し
て
、
七
月
一
二
日
へ
の
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
へ
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
参
加
は
、
中
止
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
七
月
七
日
に
ヘ
ル
シ
ン
キ
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
大
使
館
か
ら
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
外
務
省
へ
の
特
派
で
は
、
パ
リ
会
議
に
か
ん
す
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
位
置
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
と
に
て
い
る
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
大
国
の
道
具
に
は
な
ろ
う
とせず、ソ迎とともに活動し、ソ連に反対しようとはしていない、と記されてＬ型・
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
は
、
ソ
述
と
の
友
好
国
と
み
な
さ
れ
る
国
々
の
岐
初
の
強
制
的
統
一
行
動
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が川された。
七
月
九
日
に
は
パ
リ
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
代
表
ノ
セ
ク
よ
り
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
は
参
加
国
の
主
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
場
合
に
の
み
会
議
に
参
加
す
る
こ
と
、
ド
イ
ツ
の
積
極
的
再
建
と
い
う
よ
う
な
状
況
の
下
で
は
参
加
で
き
な
い
こ
と
を
し
る
し
た
演
説
草
稿
案
4４ 
東欧と冷戦の起源再考
非脚【たま，毯嘗？ｒI
漁区ピジ；
一
九
四
七
年
九
月
末
の
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
の
大
会
で
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
に
反
対
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
共
確
主
義
迎
動
を
結
束しようとした。しかしここでは、統一より、むしろ各国の政府と、共産党自体の多様性が明らかとなった。
まず、ジダーノフの演説では、次の点が強調された。１、新民主主義国の成長。これには会合には参加していなかっ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
も
「
新
民
主
主
義
国
」
の
一
部
と
し
て
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
２
、
戦
後
の
政
治
勢
力
は
、
帝
国
主
義
た
る
反
民
主
主
義
陣
営
と
反
帝
国
主
義
た
る
民
主
主
義
陣
営
と
に
分
割
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
の
「
欧
州
奴
隷
化
政
策
」
と
し
て
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
を
（Ⅳ） 
徴かれた。
（咽）
を記し、ヘルムは社会民主党との関係に望みをたくしていると率面いている。
（４）コミンフォルム会議（一九四七年九月二二日から一一八日）
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
は
、
ソ
連
の
西
欧
と
の
共
同
行
動
を
挫
折
さ
せ
た
。
以
後
、
ソ
連
は
、
経
済
的
・
政
治
的
要
請
か
ら
、
周
辺
国
と
の
友
好
・
同
盟
関
係
の
強
化
に
入
っ
て
い
く
。
そ
の
妓
初
の
会
合
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
保
養
地
、
シ
ュ
ク
ラ
ル
ス
カ
・
ポ
レ
ン
パ
で
開
か
れ
た
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
会
議
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
ソ
連
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ァ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
加
え
て
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
の
共
産
主
義
者
た
ち
も
参
加
し
た
。
（肥）
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
の
会
ム
ロ
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
は
重
要
文
献
集
の
刊
行
に
加
え
、
い
く
つ
か
の
研
究
書
や
研
究
論
文
も
で
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は
多
く
は
ふ
れ
な
い
が
、
東
欧
と
冷
戦
の
起
源
に
関
述
す
る
こ
と
の
み
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
の
基
本
戦
術
は
、
ｌ
、
民
族
独
立
闘
争
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
よ
る
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
の
妨
害
。
２
、
反
戦
平和のスローガンの下、米ソ戦争阻止のためのソ連の防衛。の二点であった。結成直後の共産党の活動の重点はｌに
し
か
し
各
国
の
共
産
主
義
者
の
「
新
民
主
主
義
」
の
理
解
は
き
わ
め
て
多
様
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
い
か
に
急
速
に
結
束
さ
せ
る
か
が
ソ
4５ 
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
レ
ー
ヴ
ァ
イ
は
、
八
月
の
総
選
挙
で
思
っ
た
ほ
ど
左
派
が
の
び
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
産
党
は
い
ま
だ
労
働
祈
附
級
の
圧
倒
的
多
数
を
猶
得
し
て
い
な
い
こ
と
、
人
氏
民
主
主
義
の
刀
向
を
惟
進
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
を
脂
摘
し
た
。
ま
た
党
の
力
針
と
し
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
民
主
主
義
の
根
本
問
題
で
あ
る
、
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
民
主
主
義
が
究
極
に
お
い
て
人
氏
民
主
主
義
と
な
る
か
、
も
し
く
は
プ
ル
ジ
罰
ワ
民
主
主
義
と
な
る
か
」
、
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
隣
接
の
人
氏
民
主
主
義
国
家
群
の
隊
列
に
参
加
す
る
か
、
ま
（肥）
た
は
何
等
か
の
形
で
米
英
帝
国
主
義
の
拠
点
と
な
る
か
」
と
い
う
問
題
も
最
後
的
に
解
決
さ
れ
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
公
使
へ
ル
ム
の
英
米
へ
の
当
時
の
報
告
と
も
合
わ
せ
る
と
、
か
な
り
正
確
な
情
報
認
識
で
あ
る
と
い
え
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
望
み
は
、
社
会
民
主
党
が
選
率
で
勝
利
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
選
単
で
は
社
会
民
主
党
が
敗
北
し
、
右
派
・
保
守
派
が
い
ま
だに強力であったことから、以後イギリスはハンガリーの民主主義勢力に依拠する基盤を失って征杷。しかし一九四
七
年
一
○
月
の
段
階
で
も
、
ヘ
ル
ム
は
外
相
ベ
ヴ
ィ
ン
に
「
我
々
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
よ
り
少
な
いがルーマニアの社会民主党と密接な関係を保っている」と外超しているので延型・
東
欧
各
国
の
共
廠
主
義
者
た
ち
が
大
会
で
迎
へ
、
政
権
支
持
を
主
張
し
た
の
に
た
い
し
て
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ァ
の
カ
ル
デ
リ
が
．
党
制
こ
そ
人
民
民
主
主
義
」
と
い
う
発
言
を
行
っ
て
、
周
辺
共
産
主
義
者
を
厳
し
く
批
判
し
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
カ
ル
デ
リ
は
、
真
の
民
主
主
義
と
見
せ
か
け
の
民
主
主
義
と
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
共
産
主
義
者
が
参
加
す
る
政
府
は
人
氏
民
主
主
義
と
い
う
考
え
連
の
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
の
大
会
で
も
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
共
産
主
義
者
は
、
「
い
ま
だ」各国の独胤の道と連合政権の重要性を主張していた。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ゴ
ム
ウ
カ
は
、
民
主
主
義
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
労
働
党
の
役
削
を
評
価
し
、
ス
ラ
ヴ
の
団
結
を
主
張
し
た
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
チ
ェ
ル
ベ
ン
コ
フ
は
、
国
民
の
大
多
数
の
基
樅
の
上
に
立
つ
人
氏
共
和
国
、
国
家
主
権
を
持
ち
、
自
山
な
独
立
国
家
と
し
ての共和国の役割を強調した。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
レ
ー
ヴ
ァ
イ
は
、
4６ 
考条は、先に示したよ＆
ｊ
 
廓「１、連合国のあら
唾ト卵がオーストリア（
蝋締せる椛利が残される。
と欧
２
、
連
△
ロ
国
の
軍
の
寺
東
こ
こ
で
は
、
比
較
的
知
ら
れ
て
い
な
い
、
ソ
連
軍
撤
退
の
撤
回
に
つ
い
て
、
近
年
公
開
さ
れ
た
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
立
史
料
館
の
ソ
連
軍
極
秘
資
料
を
基
礎
に
、
検
討
を
行
っ
て
み
た
い
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
か
ん
す
る
パ
リ
講
和
会
議
の
条
文
は
、
全
部
で
八
部
四
二
条
か
ら
な
る
が
、
そ
の
第
四
部
、
迎
合
束
の
撤
退
、
第
二
二
条
は
、
先
に
示
し
た
よ
う
な
次
の
文
書
か
ら
な
っ
て
い
る
。
「
１
、
連
合
国
の
あ
ら
ゆ
る
軍
事
力
は
九
○
日
以
内
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
撤
退
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
ソ
連
に
は
、
ソ
ヴ
ェ
ト
卵
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ソ
ヴ
ェ
ト
占
頒
地
域
と
の
輸
送
経
路
を
確
保
す
る
に
必
要
な
だ
け
の
軍
事
力
を
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
餓
士
に
残
翻
さ
月
、､／
方
は
誤
り
で
、
人
民
民
主
主
義
は
、
「
ソ
ヴ
ェ
ト
民
主
主
義
の
独
特
な
形
態
で
あ
る
」
こ
と
、
新
し
い
人
氏
民
主
主
義
は
、
議
会
民
主
主
義
に
比
べ
て
一
段
と
高
い
民
主
主
義
の
型
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
以
後
、
東
中
欧
の
共
産
主
義
者
の
間
で
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ァ
こ
そ
が
め
ざ
す
べ
き
モ
デ
ル
と
な
り
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ァ
と
の
友
好
関
係
の
確
立
と
、
地
域
協
力
体
制
と
し
て
の
「
ド
ナ
ウ
迎
合
」
形
成
に
動
い
て
い
く
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ァ
ヘ
の
接
近
は
、
束
中
欧
地
域
の
連
帯
に
よ
る
独
自
の
社
会
主
義
へ
の
道
が
あ
り
得
る
と
、
東
欧
の
共
産
主
義
者
が
信
じ
て
い
た
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
（
５
）
ソ
連
軍
撤
退
の
撤
回
（
一
九
四
八
年
一
二
月
）
こ
う
し
た
中
で
、
最
終
的
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
ソ
連
に
結
び
つ
け
て
い
っ
た
の
は
、
１
１
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ァ
の
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
か
ら
の
除
名
（
一
九
四
八
年
六
月
）
、
ソ
述
距
撤
退
の
撤
回
（
一
九
四
八
年
一
二
月
）
、
民
族
派
の
瑚
消
に
よ
る
独
自
路
線
の
終
結
（
一
九
川
九
年
九
２
、
連
合
国
の
軍
の
所
有
に
属
し
て
い
た
使
川
さ
れ
な
か
っ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
施
設
や
所
有
物
は
、
休
戦
縁
既
定
の
二
条
の
趣
旨
に
添
っ
て
、
九
○
日
以
内
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
に
戻
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（一九四八作
であった。
4７ 
こ
う
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
国
家
条
約
の
締
結
が
遅
れ
た
た
め
に
、
ソ
連
軍
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
輸
送
経
路
を
確
保
す
る
た
め
と
い
う
条
件
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
ル
ー
マ
ー
ー
ァ
の
ソ
連
車
の
一
部
残
冊
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
結
果
的
に
ド
ナ
ウ
河
へ
の
ソ
連の耶噸的管理樅を可能にすることとなった。
こ
れ
が
ど
の
時
点
で
ど
こ
ま
で
ど
の
紐
度
知
ら
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
。
こ
の
第
二
二
条
の
条
件
付
き
の
ソ
連
軍
の
撤
退
が
最
初
に
史
料
で
確
認
で
き
る
の
が
、
一
九
四
六
年
四
月
二
○
日
の
パ
リ
講
和
会
議
の
ソ
連
に
か
ん
す
る
草
案
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
撤
退
」
が
消
さ
れ
、
鉛
筆
書
き
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
国
家
条
約
の
締
結
ま
で
、
赤
軍
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ソ
連
ゾーンとの交代を維持するに必要な軍を残す権利を持つ、という残留規定が記されてＬ饗・
一九四七年一一月にパリ講和条約の調印の際には明記されていたこの残留の規模を、ハンガリーの首相も、英米も、
過小評Ⅲした可能性がある。一九四七年三月二一日に、ハンガリーの小農業者党の甘柵ナジは、アメリカの代表ショー
エンフェルドに、「ソ連軍が撤退すれば」ハンガリーに比主主義が確立できると話しており、批脈を待っていた。
同様に、三月二一一日、ワシントンからのインヴァーチャペル卿からイギリス外務省宛に、アチソンと話したとして、
「ロシアは戦術として、ロシア軍が撤退する前にしっかりと共産主義者を権力に結びつけてしまおうと計画している。
国務省は少数者が権力を獲得しようとするこのような威圧的計画に反対することを決定する。国務省はこのメモによ
り小農業者党の抵抗を固めることを希望している」、と語ってし蕊。
ま
た
五
月
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
公
使
へ
ル
ム
は
、
「
ソ
連
軍
の
撤
退
が
遅
れ
れ
ば
遅
れ
る
ほ
ど
、
共
産
主
義
者
の
影
響
を
弱
め
る
任
務
なら煙哩・」（史料３）
３
、
し
か
し
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ソ
ヴ
ェ
ト
占
碩
地
域
と
の
輸
送
経
路
を
確
保
す
る
た
め
に
と
く
に
必
要
と
な
る
場
合
に
は
い
つ
で
も
、
こ
れ
ら
の
施
設
を
自
由
に
使
わ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
対
し
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
は
適
切
な
補
償
を
行
わ
な
け
れ
ば
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こ
の
経
線
か
ら
、
「
必
要
な
だ
け
の
耶
事
力
」
の
認
識
が
、
ソ
述
と
、
英
米
お
よ
び
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
間
で
か
な
り
ず
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
実
際
の
軍
事
力
の
総
体
と
残
留
軍
の
数
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
正
確
に
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
連
合
国
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
ソ
述
述
合
耶
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
伽
返
し
残
冊
脳
は
必
要
岐
低
限
の
服
小
刀
と
考
え
て
い
た
の
に
た
い
し
て
、
災
際
に
は
少
な
く
と
も
英
米
お
よ
び
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
考
え
て
い
た
よ
り
も
Ⅲ
当
多
く
の
叩
が
残
翻
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
四
七
年
一
二
Ⅱ
三
○
日
、
パ
リ
誠
和
条
約
第
一
一
二
条
に
荘
づ
き
、
「
必
要
な
耶
事
力
の
み
」
が
一
二
Ⅱ
一
四
Ⅱ
以
降
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
と
ど
ま
っ
た
と
い
う
旨
を
記
し
た
手
紙
が
、
ソ
述
大
使
館
大
使
プ
ー
シ
キ
ン
か
ら
ハ
ン
ガ
リ
ー
外
務
大
臣
（
ラ
イ
ク
・
ラ
ー
ス
ロ
ー
）
「代理」ラーコシ・マーチャーシュに渡さ池趨・その後一九四八年九月には、第一一二条第三項に基づき、ハンガリー
に
と
ど
ま
る
ソ
連
軍
に
四
四
○
○
万
フ
ォ
リ
ン
ト
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
「
必
要
な
軍
事
力
」
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
一
年
後
の
一
九
四
八
年
一
二
月
六
日
に
は
、
ソ
迎
耶
の
残
矧
に
つ
い
て
、
外
務
大
胆
ラ
イ
ク
と
ソ
述
大
使
伽
大
使
プ
ー
シ
キ
ン
と
の
間
で
洲
一
九
四
七
年
の
晩
秋
、
二
月
二
七
日
に
、
現
地
の
イ
ギ
リ
ス
の
代
表
は
、
次
の
よ
う
な
雌
き
の
外
電
を
送
っ
て
い
る
。
「
ソ
述
血
は
まだ撤退していない。ソ連車は西へも束へも劫こうとしていない。全図のすべての躯は配世についたままで込絶・」
（史料５）
（別）
は明らかに難しくなる。」「左派の影響はひとえにロシア軍の後援によるもの」である』回を極秘で外電している。
他
力
、
別
の
見
方
も
あ
っ
た
。
労
働
党
外
務
次
禰
メ
イ
ヒ
ュ
ー
ヘ
の
秘
携
文
啓
で
は
「
ロ
シ
ア
の
彩
紳
力
は
迎
合
国
統
制
委
員
会
や
も
は
や
二
万
し
か
い
な
い
軍
で
は
な
く
、
ｌ
、
ロ
シ
ア
国
籍
を
持
っ
て
い
た
モ
ス
ク
ワ
派
共
産
主
義
者
（
ラ
ー
コ
シ
、
レ
ー
ヴ
ァ
イ
、
ゲ
レ
ー
）
、
２
、
ｚ
【
ご
Ｏ
に
よ
っ
て
鍛
え
ら
れ
た
政
治
軍
事
警
察
、
３
、
石
油
産
業
、
空
海
の
運
輸
を
統
制
し
て
い
る
ソ
連
経
済
力
に
あ
る
」
と
し
てし盤。
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今
協
定
は
、
法
務
局
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
、
史
料
は
外
務
省
か
ら
大
蔵
省
に
送
ら
れ
、
「
以
後
は
、
外
務
省
で
な
く
、
大
蔵
省がこの問題に責任を持つ」
と
し
て
外
務
大
臣
は
関
与
し
な
い
こ
と
、
資
料
は
極
秘
資
料
と
し
て
厳
重
に
保
管
さ
れ
る
こ
と
が
、
’
九
四
九
年
九
月
一
四
日
に決定さ礼趨（史料６）・
以
後
は
、
史
料
で
も
、
在
留、、
ソ
連
軍
維
持
の
た
め
の
財
政
交
渉
の
話
が
延
々
と
続
い
て
い
く。内
務
大
臣
、
外
務
大
臣
を
歴
任
し
た
共
産
主
義
者
の
民
族
派
ラ
イ
ク
は
、
’
九
四
九
年
五
月
に
逮
捕
さ
れ
、
奇
し
く
も
ソ
連
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史料６．ソ連正の残留についてソグェト・ハンガリー条約．（１９４．１２．６．）
「条胸の写しは外務省から大正省へ．．…以ut、外務街はこの日田には関与しない」
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史料
７．１９５６年のハンガリー事件に際して国連軍の介入を拒否するビラ（1956.】1.1.）
「国連軍がハンガリーへ？外国軍はもうたくさんではなかったか？,､ンガリーの土地に
はハンガリー軍のみを！ロシア軍は出ていけ、しかし代わりの軍隊もいらない．…ｊ
（1956．plakatjaiesroplapjai（１９５６年．プラカードやビラ．パンフレット集），
oktober22-nove■ｂｅｒ５.，Budopest,1991.） 
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軍残研の協定が結ばれ極秘資料とし
て処理された九月一四日の二日後の
一六日から二二日にかけて、公開の
粛満裁判に付され、ティトー主義者、
アメリカの手先として死刑判決を受
以後、ハンガリーは、チェコ、ポー
ランドと異なり、ソ迎軍が講和後も
残矧し続け、ナジの諮っていた「ソ
連軍が撤退すればハンガリーは民主
化」という希望は失せ、ソ連叩の暗
黙の圧力下で、自立的な政治・経済・
社会述営の雄樅を失われていくこと
になる。
たとえソ連軍が撤退しても、ハン
ガリーに民主主義政権が存続するこ
とはあり得なかったと考えることも
できよう。ソ連噸はチェコから一九
比裡。
5１ 
しかしソ連は、以後ハンガリー・ルーマニアへの駐留とこれに対する駐留国の財政的な支援を保証され、中欧の首
都を走って黒海に流れる広大なドナウ河流域をソ連軍の管轄下に置くことにより、東中欧、南欧の軍事・政治・経済。
問
が
当
然
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
四五年一二月に撤退しているが、チェコは一九四八年二月のクーデタ以降、急速に「ソ連化」していった。
しかしルンデスタッドも、チェコではソ連軍は何の役割も果たさなかったが、ハンガリーと東独では決定的役割を
果たした、と書いてＬ型。何より、戦後のチェコの外交政策は、民主主義政権の時代から密接にソ連と結びついてい
た
。
ま
た
チ
ェ
コ
で
は
共
産
党
は
強
力
で
あ
り
、
軍
が
残
ら
な
く
て
も
組
織
化
は
可
能
と
思
わ
れ
た
。
それにたいして、ハンガリーの政府の多数派（小農業者党、社会民主党）は、常に西とコンタクトを取り、共産党
の民族派はユーゴスラヴィァと関係を持っており、ソ連の信頼できるチャネルはモスクワ派だけであった。
かなりのソ連軍が残留したことは、パリ講和会議の条項とは異なり、国際法上の問題となるのではないかという疑
ソ
連
軍
の
残
留
が
国
際
法
上
の
問
題
と
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
以
下
の
理
由
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
ｌ、「必要な軍」の規定が暖昧であり、何らかの数値がどこにも記載されていなかったこと、
２、ハンガリー政府が、共産党を中心にこのソ連軍の残留を早期に承認する手続きをとったこと（ただし、一二月
三
○
日
の
時
点
で
、
外
務
大
臣
ラ
イ
ク
の
署
名
が
「
代
理
」
の
ラ
ー
コ
シ
・
マ
ー
チ
ャ
ー
シ
ュ
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
ラ
イ
ク
を
初
めとして共産党内部の間でもこの残留に疑問を抱く声があった可能性も暗示している）、
３、当時の国際状況。一九四七年一二月末から一九四八年一二月という時期が、既に軍。経済・政治すべての点で
東欧に対する米英の最後の関心が放棄されてしまいつつあった時期であり、積極的な反対行動を起こすにはほど
遠かったこと。
5２ 
東欧と冷戦の起源iIF吟
皿
輸
椛
を
も
文
配
す
る
展
望
が
附
け
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
ド
ナ
ウ
流
域
に
お
け
る
束
中
欧
、
南
欧
地
域
の
「
自
立
的
発
展
」
は
傾
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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（〃）句○臼』ヘ、ＣＯ②巴巴シロ『一一・』の←の．
（昭）ハンガリー政治史研究所史料、党史関係史料、勺色．、ｇこの←＠の．己合・』・侭・司○②コヘョ］『○・囹冨②『Ｃゴ・］＠ｓ．
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東欧と冷戦の起源ｉｉｉ考
法一パ択
こ化九リさ
こさ五条れ
にれ五約、
ハンガリーが「自己統治機能を喪失していく」過程、すなわち主権を制限されていく過程は、ラーコシを中心とす
る
小
ス
タ
ー
リ
ン
の
役
割
が
際
だ
っ
て
い
る
に
せ
よ
、
通
説
に
反
し
て
か
な
り
遅
い
も
の
で
あ
る
。
（
旧
来
と
く
に
日
本
で
は
、
一
般
に
枢軸国であるルーマニア、ブルガリアとハンガリーを同一視してかなり早い時期に共産主義化を設定していた）
し
か
し
完
全
な
ソ
連
化
の
時
期
は
以
外
に
短
い
。
ス
タ
ー
リ
ン
の
死
後
直
後
の
一
九
五
三
年
か
ら
始
ま
っ
た
束
中
欧
の
自
立
性
回
復
の
試
み
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
一
九
五
六
年
秋
の
蜂
起
に
発
展
し
た
。
一
九
五
而
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
国
家
条
約
が
、
遅
れ
に
遅
れ
て
採
択され、以後オーストリアは中立となり、ソ連取は伽返した。一九五六年のハンガリー事件で、共産党と一般民衆が、
パリ条約第二二条に鑑み、「ソ連叩の撤退」を要求したことは、当然の権利であったといえる（しかし、その直前の
一九五五年の兀月に、ワルシャワ条約機櫛が飢設され、その結果駐刑ソ連軍は新たにワルシャワ条約機構軍として合
ここに同じ江六年の改革でもハンガリーとポーランドとの間に決定的違いが存在した一つの歴史的背景が存在する。
ポーランド共産党改革派のゴムウカは、ソ連共産党との友好を継続しつつ、国内問題においては国内の共産党が解決
以
上
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
杣
に
、
東
欧
と
冷
戦
の
起
源
を
再
考
す
る
試
み
を
行
っ
て
き
た
。
ここで明らかにしたかったのは、紛争を避けるという意味での冷戦の「長い平和」という機能とは異なり、小国の
側から見た冷戦とは、「自己統治機能」を徐々に喪失し分断されていく過程であったということである。ここでは冷
戦
の
果
た
し
た
主
権
の
制
限
過
程
と
し
て
の
役
割
が
見
え
て
く
る
。
（
そ
れ
は
ソ
連
だ
け
で
は
な
く
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
も
そうである）
ま
と
め
ていたのである）。
5５ 
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
する、という賢明ではあるが妥協的な解決を打ち出して平和製にソ述との和解を勝ち取った。
これにたいしてハンガリーでは、共産党ナジがソ述正の倣退と国述の介入、さらにワルシャワ条約機榊からの脱退と
中立を宣言して、ソ辿軍に鉱圧された。これは一般にポーランドに比べて魁かでナイーブな選択であったといわれて
き
た
。
し
か
し
一
九
四
五
年
か
ら
の
歴
史
的
文
脈
で
見
る
と
、
ソ
迎
躯
撤
退
の
要
諦
は
合
理
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
一九五六年、ソ述耶撤退を要求するハンガリーの青年グループ大学革命委員会は、次のように主帳している。
「
国
連
卵
を
ハ
ン
ガ
リ
ー
へ
？
外
国
軍
は
も
う
充
分
で
は
な
い
か
？
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
土
地
に
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
軍
隊
だ
け
を
！
（
太
字
）
（１） 
ロシア皿は撤退せよ、しかし他国の耶隊も入るな。国迎は経済援助を送れ。」（史料７）
これは冷戦における外国瀬の導入が小国にとって自己統治機能喪失の機術であること、そうした自己統治機能を押
さ
え
込
む
軍
に
対
し
て
は
、
国
連
軍
で
さ
え
拒
否
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
、
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
い
え
る
。
一
九
八
九
年
の
社
会
主
義
体
制
崩
壊
後
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
は
解
体
さ
れ
、
ソ
連
軍
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
撤
退
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
旧
東
欧
諸
国
の
多
く
は
Ｅ
Ｕ
・
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
向
け
て
準
伽
を
進
め
、
一
九
九
九
年
に
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
チ
ェ
コ
、
ポ
ー
ラ
ンドがＮＡＴＯに加川する。これはＮＡＴＯ自体の変容の結果でもあるが、東欧にとっては大きな歴史の皮肉である
（１）尼町ロ酉口呑息鳳冴『８行ご日（ハンガリー一九五六年刊行史料．・プラカード、ビラ）・ロ巳四℃のの戸画段・一口．
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